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三世代でしめ飾りづくり
大家庄小学枝で竹月25目、学校の遺体

2日制を利用し、地獄、家族とのふれあ

いをしようと三世代による「しめ飾りづ

くりJガ行われました。

材料のわらは学校回、松の枝は枝庭か

ら取り寄せ定もので、参加した90人あま

りの皆さんは、 慣れない手つきなガら、

楽しくしめ飾りを作っていました。

＠広報M ひは資源保健悦め再生紙を使用…す



の
農
業
は
・

－
経
営
基
盤
の
強
化

－

を

促

進

・町の農業を考える

後
継
者
不
足
に
加
え
、
農
業
を
取

り
巻
く
大
き
な
課
題
と
し
て
生
産
コ

ス
ト
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

デ
ー
タ
3
を
み
る
と
、
五
十
ア
ー

ル
未
満
の
経
常
淡
家
で
は
、
米

一
俵

つ
く
る
の
に
平
均
約
a

一万
五
千
円
、

百
1
百
五
十
ア
ー
ル
の
経
営
川
崎
山
本
で

は
平
均
約

一
万
九
千
川、

一一一
行
ア
ー

ル
以
ヒ
の
経
常
出
家
で
は
ザ
均
ん
千

円
の
経
賢
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
経
常
而
般
が
大
き

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
生
高
官
の
ほ
う

は
逆
に
小
さ
く
な

っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、

町
の
成
業
を
み
る
と
、

農
家

一一
戸
当
た
り
の
経
営
面
積
は

一

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
と
小
さ
く
、
ま
た

「田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
乾
燥
ま
で
」

と
い

っ
た
自
己
完
結
型
農
家
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。

一
方
、
デ
ー
タ
4
を
み
る
と
農
地

の
貸
し
借
り
を
示
す
流
動
化
而
械
は
、

平
成
六
年
度
で
百
九
十
ヒ

・
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
農
用
地
而
舶
の
卜
二

－A
ハ

パ
ー
セ
ン
ト
と
年
々
、
府
実
に
伸
び

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
段
地
の
貸
し

借
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
生
産
性

の
向
い
終
業
へ
向
け
た
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、

こ
の
良
地
の
流
動
化
や

． 
． ． 
． 

f

〉
町
の
農
業
を
考
え
る
f
〉

年
々
、
町
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
慢
性
的
な
後
継
者
不
足
、
コ

ス
ト
高
の
経
営
体
制
に
加
え
、
新
食
糧
法
施
行
に
伴

う
産
地
問
競
争
な
ど
、
数
多
く
の
問
題
か
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
町
の
農
業
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
見

せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
A

フ
回
は
町
の
農
業
の
現

状
と
新
し
い
動
き
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

－
後
継
者
育
成

－

が

課

題

町
の
農
業
を
考
え
る
と
き
、
側
め

て
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
く
る
の
は

後
継
者
の
育
成
で
す
。
ド
の
デ
l
タ

ー
を
み
る
と
、
農
業
に
従
事
し
て
い

る
六
十
歳
以
上
の
人
が
占
め
る
割
合

は
、
平
成
七
年
度
で
七
十
三

・
一
パ

ー
セ
ン
ト
。
平
成
二
年
か
ら
の
五
年

間
で
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
上
昇
し
、
年

々
高
齢
化
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
従
ド
併
若
に
女
性
が
占
め

る
訓
A
H
ら
い日
川
い
中
小
単
に
あ
り
ま
す
。

農
機
息
ハ
等
の
共
同
利
用
組
織
、
集
務

単
位
で
の
農
作
業
受
託
組
織
、
農
業
法

人
の
設
立
な
ど
を
位
進
し
、
経
営
基
離

の
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
．
裂
で
す
。

－
激
化
す
る

－

産
地
問
競
争

今
年
の
十

一
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

新
食
総
法
に
よ
り
米
の
流
通
は
大
き

く
変
化
し
ま
す
。
従
米
の
食
作
法
で

は
、
農
家
が
俊
成
し
た
米
は
政
府
米
、

自
主
流
通
米
と
し
て
政
府
に
智
則
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
食
料

法
で
は
、
政
府
が
管
理
す
る
の
は
愉

入
米
を
合
む
政
府
米
の
み
に
限
ら
れ

部
分
管
理
と
な
り
、
ぞ
れ
以
外
の
米

は
市
場
原
理
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
糧
事
務
所

に
届
け
出
を
す
れ
ば
、
計
画
外
の
米

も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

一
時

期
話
題
と
な

っ
た
ヤ
ミ
米
も
違
法
で

は
な
く
な
り
ま
す
。

十
月
十
五
日
現
在
、
稲
作
の
作
況

指
数
は
会
凶
平
均
で
「

一
O
J」
、
宮

U
県
は
「
九
九
」
と
な

っ
て
お
り
、

凶
内
的
に
は
米
の
供
給
過
剰
が
叫
ば

れ
て
い
る
現
在
、
こ
の
新
食
院
法
施

行
に
伴
い
、
米
の
品
純
や
産
地
問
に

よ
る
版
光
賊
争
が
い

っ
そ
う
激
し
く

な
リ
、
米
の
価
絡
は
高
い
も
の
か
ら

低
い
も
の
ま
で
、
制
中
ー
の
ば
ら
つ
き

が
子
想
さ
れ
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、

さ
ら
に
、

デ
ー
タ
2
を
み
て
み
る
と
、

政
波
形
態
に
お
い

て
は
、
作
業
政
家

は
ほ
ぼ
交
わ
ら
な
い
も
の
の
、
派
業

州
岡
山
本
が
大
部
分
を
L
E
H

め
て
い
ま
す。

刊
に
第
・

一純
兼
業
民
家
は
A
K
民
家
数

の
八
十
七

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。

ニ
の
実
態
は
何
も
朝
日
町
に
限

っ

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

年
間
の
新
規
就
浪
者
が
ほ
と
ん
ど
い

な
い
現
実
。
五
年
先
、
十
年
先
の
農

業
を
与
え
た
州
場
合
、
必
者
に
と
っ

て

役
業
が
魅
力
あ
る
職
業
と
な
る
よ
う

な
体
制
づ
く
り
が
緊
急
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

消
制
H
4
れ
か
ら
需
要
が
あ
る
の
は
「
安

く
て
、
お
い
し
く
、
安
全
な
米
」
で
あ

り、

州民
家
は
低
コ
ス
ト
、
低
農
薬
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
土
づ
く
り
を
は

じ
め
と
す
る
品
質
の
高
い
米
づ
く
り

や
、
新
た
な
販
売
ル
ー
ト
の
開
妬
な

ど
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

－
ニ
れ
か
ら
の
農
業
に

－
向
け
て
の
新
し
い
動
き

こ
れ
ま
で
けん
て
き
た
よ
う
に
、
町

の
浪
業
は
深
刻
な
後
継
将
不
足
と
米

業
化
の
進
行
、
生
局
コ
ス
ト
削
減
に

向
け
た
杭
常
広
一棋
の
強
化
、
新
食
槌

法
に
作
う
必
地
川
競
争
の
激
化
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

も
は
や
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
農

家
個
人
で
は
解
決
で
き
な
い
も
の
も

多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
は
、

農
家
と
農
業
団
体
、
行
政
が

一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方、

町
の
中
核
州
民
家
を
中
心
に

低
コ
ス
ト
化
、
低
労
力
化
に
向
け
、

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
い
川
刷
業
散

命
を
行
、っ
前
動
や
、
町
で
も
、
販
路

拡
大
に
向
け
て
、
川
崎
産
加
工
品
な
ど

の
特
政
品
の
版
完
拠
点
を
来
日
以
に
オ

ー
プ
ン
す
る
な
ど
問
題
解
決
に
向
け
、

新
し
い
動
き
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

-

。IiIii:：人

平成 2 年 平成 ア 年

~ふコさ面ふI 1.575(100.0%) 1.399(100.0%) 

60歳以上 1.024( 65.0%) 1.023( 73.1%) 

60歳未満 551( 35.0%) 376( 26.9%) 

男 522( 33.1%) 506( 36.2%) 

60鰻以上 386( 24.5%) 405( 29.0%) 

60歳未満 136( 8.6%) 101( 7.2%) 

女 1.053( 66.9%) 893( 63.8%) 

60歳以上 638( 40.5%) 618( 44.2%) 

60歳未満 415( 26.4%) 275( 19.6%) 

・男女別年齢別農業就業人口（データ1) 

le Fト；J民総セシ－＊＂%. (>$f二t!L ‘ 平成 7年~デ－？Ii機敏悦で·n

・専 ・兼業別農家数の推移（データε）
（人） 口 轍農家口第1概服家 口 第ε蜘鎌農家

昭和60年 平成2年 平成フ年

資料 ，Q業センサλ （謀ただし子成7'Iこl主 r-11~ 1収数値てすJ

1500・－ー一一

・米一俵当たりの生産費 （データ3)

口 蹄料金

口 その他

。

平成元年 104.8 6.6 

)) E年 128.8 8.2 

)) 3年 144.0 9.0 

)) 4年 190.3 12.0 

)) 5年 195.4 12.4 

)) 色年 197. 1 12.6 

・流動化面積（農地の貸借状況）の推移 （データ4)

面積（ha) 流動化率（%）

資料：~耳村、水艦探

.. ’ 
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を
日

にB

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
て
農
薬
の
敵
布
を
行
い
、
農
作
業
の
低
コ

ス
ト
他
、
省
力
化
を
図
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の
育
成
を
目
指
す
防
除
組

合
、
「
め
か
と
ろ
朝
日
」
が
こ
の
十
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
操
縦
の
楽
し
さ
を
通
し
て
、
農
業
の
担
い
手
で
あ

る
若
者
を
育
て
た
い
・
：
。
そ
ん
な
熱
い
想
い
を
持
つ
「
め
か
と
ろ
朝
日
」

と
、
無
人
ヘ
リ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
組
織
、
A
F
R
（
朝
日
フ
ラ
イ
ト
レ
イ
ン

ボ
ー
）
の
皆
さ
ん
に
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

”“H脈”崎俊気付続<H僚側縦岬。伸。例制縦陣織令匂的ゆ併以砂句縦令制伶

AFR（羽田フライトレインボー）

代表大村隆 ー さん

オ
ベ
レ
1
9
1陪
四
人

｜
｜
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
方
に
よ
る
無

人
へ
リ
の
操
縦
を
拝
見
し
た
ん
で
す

が
、
大
変
楽
し
そ
う
で
す
ね
。

大
村

無
人
へ
リ
の
操
縦
に
は
、
袋

林
水
産
省
航
空
協
会
の
資
格
が
必
要

な
た
め
、
五
十
U
間
の
技
術
講
習
を

受
け
ま
し
た
。
現
夜
、
私
を
含
め
て

間
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で

A
F
R
（判

H
フ
ラ
イ
ト
レ
イ
ン
ボ
ー
）
と
い
う

防
除
作
業
を
受
託
す
る
組
織
を
結
成

し
て
い
ま
す
。

低
コ
ス
ト
、
省
力
化

現
績
に
や
ウ
し
V
米
づ
く
り
を

私
た
ち
「
め
か
と
ろ
朝
日
」
は
、

低
コ
ス
ト
、
省
力
化
、
環
境
に
や
さ

し
い
米
づ
く
り
を
向
指
し
、
十
月

R

一
日
に
十
五
ヘ
ワ
q
Bル
を
敵
布

｜
｜
無
人
へ
リ
の
散
布
能
力
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

大

村

山
股
楽
散
布
は
二
人

一
組
に
な

っ
て
行
い
ま
す
。
散
布
能
力
は
無
人

へ
リ
一
機
で
一
日
に
十
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
一
シ
ー
ズ
ン
で
は
百
六
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
散
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。操
縦
に
防
細
心
A
m
注
憲

｜

｜
無
人
へ
り
の
操
縦
で
気
を
付
け

て
い
る
こ
と
は
。

大
村

木
や
電
柱
な
ど
障
害
物
の
あ

る
場
所
や
住
宅
付
近
で
の
散
布
に
は

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
操
縦
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
品
作
段
か
ら
操

縦
の
感
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
中
に
は
ラ
ジ

コ
ン
期
の
小
さ
な
へ
り
を
使

っ
て
練

習
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
。

日
に
結
成
し
た
ば
か
り
で
す
。
今
年

度
、
無
人
へ

り
に
よ
る
農
薬
散
布
は

八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
。
米
年
度

は
一
山
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
無
人
へ
り
に
よ
る
農
薬
散
布

で
経
費
は
お
よ
そ
三
分
の

一
以
七
削

減
さ
れ
ま
し
た
し
、
良
市
栄
の
ハ
爪
も
減

り
ま
し
た
。
ま
た
、
無
人
へ
リ
に
よ

る
散
布
は
よ
く
稲
に
付
き
効
果
が
あ

り
ま
す
。

現
在
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
開
人
で
す

が
、
毎
年
人
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
は
無
人
へ

リ
に
よ
る
磁
の
直

ま
き
を
し
て
、
稲
刈
リ
以
外
は
問
に

入
ら
な
い
米
づ
く
り
を
試
み
た
い
と

m廿
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
農
業
だ
け
で

な
く
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
、
こ
の
無
人

へ
リ
を
使

っ
て
農
業
の
楽
し
さ
を
皆

さ
ん
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

オ
ベ
レ
』
9
3
A
W養
成
が
必
要

｜
｜
｜
汁
ぺ
レ

l
タ
！
の
人
数
は
四
人

で
足
り
ま
す
か
。

大

村

米

年
は

一
台
の
無
人
へ
リ
で

作
業
す
る
予
定
で
す
か
ら
大
丈
六
で

す
。
た
だ
、
将
来
的
に
は
へ
リ
の
台

数
や
散
布
面
積
を
増
や
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
に
続
く

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
後
成
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
無
人
へ
り
の
操
縦
に

興
味
の
あ
る
方
な
ら
、
成
家
に
限
ら

ず

一
般
の
方
で
も
募
集
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
特
に
安
く
て
や
る
気

の
あ
る
方
な
ら
大
歓
迎
で
す
ね
。

店
業
的
イ
メ
』
む
ア
ヴ
プ
を

ー

l
最
後
に
、
A
F
R
の
抱
負
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

大
村
技
術
的
に
は
ニ
れ
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
が
、
無
人
へ
り
に
よ
る
良

薬
散
命
は
幾
作
業
の
低
コ
ス
ト
化、

省
力
化
の
み
な
ら
ず
、
農
業
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
が
無
人
へ
り
を
使

っ

て
農
業
を
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、

農
業
は
楽
し
く
、
お
む
し
ろ
い
も
の

と
感
じ
て
く
れ
る
人
が

一
人
で
も
多

く
、
そ
し
て
、
将
米
設
業
を
し
て
み

た
い
と
い
う
子
ど
も
が
噌
え
て
く
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・無人へリによる富山県敵布推移・平成7年度無人へリによる散布状況・無人へリによる農薬散布体系
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200・・一一

朝日町 BO ha 農業後継者育成

入善問 750ha 生産組織による防除体系確立

黒部 市 640ha 防除体系確立

大沢野町 l 70ha 航空防除全廃後の代替防除

婦中町 l 40ha )) 

その他、宇奈月町、魚津市、福野町など

目的面積

委防除委託（農協為支所併設指導

員へ巾し込み）

fz 
z
＝ロ

農

家

A FR （車耳目フライト
レインボー）

出山
米
官時

め

か

と

ろ

朝

日
※薬剤飛散を防ぐため、散布中の飛行ライン（~理主畔より 5m内側までの範囲とします。

・無人へリによる農薬散布の例

-



・町の農業を考える

E盟国

一

全
国
の
農
山
漁
村
各
市
町
村
が
出
品
し
て
、
食
材
や
産
品

一
を
展
示

・
販
売
す
る
ほ
か
、
都
市
の
人
た
ち
に
役
立
つ
様
々

な
ふ
る
さ
と
情
報
を
提
供
す
る

「ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」
が
十

一
月
十
八
日
、
東
京
原
街
の
「
ラ
フ
ォ
ー
レ
原
宿
パ

i
ト
H
」

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
富
山
県
か
ら
は
朝
日
町
だ
け
が
出

店
。
特
産
品
の
開
発
、
販
売
拡
大
の
ほ
か
、
観
光
客
獲
得
な
一

ど
に
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
ま
す
。

一

司自
ω巴
母
国
司
裁
や
＠
電
器
お

4
p
東
京
・
原
宿
に
「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン
ー

しめ飾りを出昂

石井アイ子さん

デ
ザ
イ
ン
も
若
者
向
き
に

四
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
し
め
飾
り

づ
く
り
を
始
め
て
十
年
に
な
り
ま
す
。

今
は
、
十
二
月
の
出
品
に
向
け
て
の

準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

若
い
人
の
感
党
に
あ
う
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
を
自
分
た
ち
で
考
え
て
み
ま
し

た
。
見
る
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
よ
。

mh

一同

L園田

~I 寸：~~；ニト
町一 ~ －~~~~~~~i! .! 
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地酒を出昂

林酒 造さん

消
費
者
の
反
応
が
楽
し
み

北
ア
ル
プ
ス
の
お
い
し
い
水
と
地

元
の
米
を
原
料
に
で
き
た
お
楢
を
賞

味
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
「
黒
部
峡
」
を
中
心
に

出
品
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
に
は
絞

り
た
て
を
計
阿
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
米
京
の
消
費
者
の
反

応
が
楽
し
み
で
す
ね
。

〆
弘

一一圃
ドd 司品・

h
F

オ
ー
ブ
ン
初
日
は
大
盛
況
。

富
山
県
か
ら
は

朝
日
町
が
出
店

十

一
月
十
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」
に
は
、

全
国

か
ら
三
十
九
団
体
、
百
四
十
の
市
町

村
が
出
店
。
来
年
の
三
月
ま
で
各
地

の
特
産
口
加
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
富

山
県
か
ら
は
朝
日
町
だ
け
が
出
品
し
、

わ
さ
び
漬
け
や
金
糸
瓜
の
粕
漬
け
な

ど
の
農
産
加
工
品
、
パ
タ
パ
タ
茶
、

米
、
地
酒
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根

や
切
り
花
、
ア
ス
パ
ラ
、
し
め
飾
り

な
ど
の
特
産
口聞
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

情
報
発
信
と
ふ
れ
あ
い

の

拠

点

こ
の
「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」
は
、

難
中
山
間
地
域
を
中
心
と
す
る
農
山
池
山

の
良
さ
と
役
割
を
都
市
住
民
の
方
に

理
解
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
都
市

住
民
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、

都
市
と
農
山
漁
村
の
交
流
を
促
進
し
、

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る必‘

タ

企
圃

a町d

d
u

．
J
M『
d
m
」・

‘
、
，
，
，
u
’’h

ρ‘

U
町
内

u
a肺
燭

h
F

野
邑
田
農
祢
水
産
大
臣
も
見
学
に
。

． 
：ーュ；；：；；寸t

長正コ

「，3、るさとプラザJの各フロアー

む
の
で
す
。
ま
た
、
単
に
特
産口
仰の

展
示

・
販
売
だ
け
で
な
く
、
都
市
生

活
者
、
食
品
企
業
、
流
通
関
係
者
が

一
体
と
な

っ
た
参
加
獄
の
企
画
を
実

施
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
実
効

性
の
あ
る
む
ら
お
こ
し
に
つ
な
げ
て

い
く
な
ど
、
総
合
的
な
情
報
発
信
と

ふ
れ
あ
い
交
流
の
拠
点
と
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

議中
山
岡
地
場
と
は
・・
・
会
闘
の
市
町
村

を
都
市
的
地
域
、
平
地
農
業
地
域
、

中
間
農
業
地
域
、
山
間
農
業
地
域
の

四
つ
の
地
域
に
区
分
け
し
た
う
ち
、

中
間
農
業
地
滅
と
山
間
袋
業
地
域
を

合
わ
せ
た
地
域
で
、
農
家
数
、
農
業

粗
生
産
額
と
も
全
国
の
約
四
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
平
担
な
耕

地
が
少
な
い
な
ど
、
地
理
的
条
件
が

不
利
で
あ
る
の
が
実
情
。
富
山
県
で

は
朝
日
町
を
合
め
十
七
市
町
村
が
中

山
問
地
域
に
あ
た
り
ま
す
。

（ヨ駈E電，
一

金糸瓜の粕漬けを出昂

久我口ふみ子さん

自
然
食
品
を
味
わ
っ
て

山
崎
の
婦
人
グ
ル
ー
プ
で
金
糸
瓜

の
粕
漬
け
を
作
っ
て
l
年
同
。
す
べ

て
手
作
り
な
の
で
、
大
註
生
産
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
防
腐
剤
や
化
学
調
味

料
は
い
っ
さ
い
入
れ
な
い
自
然
食
品

で
す
。
ぜ
ひ
、
都
会
の
人
に
も
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

わさび漬けを出昂

長井宗五郎さん

畠畠薗』

~ 

味

は

自

信

笹
川
で
十
年
前
か
ら
わ
さ
び
を
栽

埼
。
わ
さ
び
漬
け
は
、
な
ん
と
言
っ

て
も
等
さ
と
香
り
が
大
切
。
昧
に
は

自
信
が
あ
り
ま
す
。

今
回
「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」
で
販

売
き
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
多
く

の
人
に
貿
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

・・2・



切
禽
昌
也
強
粗
鋼
叩

十
一
月
か
ら
新
食
糧
法
が
施
行
さ
れ
、
米
の
流
通
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
食
糧
法
の
説
明
会
か
十
一
月
十
三
日
、
富
山
食

糧
事
務
所
の
方
を
講
師
に
迎
え
、
役
場
四
階
ホ
ー
ル
で
聞

か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
農
協
、
農
家
、
販
売
店
な
ど
約
四

十
人
の
方
が
出
席
。
二
時
間
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
、
説
明

や
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
新
食
糧
法
に
つ
い
て
富
山
食
糧
事
務
所
の
方
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

流

通

の

規

制

緩

和

－「
新
食
糧
法
』
の
主
な
改
正
点
は
？

ま
ず
、
流
通
の
統
制
緩
和
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
従
来
の
食
管
法
で
は
、

農
家
が
生
産
し
た
米
は
政
府
に
売
り

波
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で

す
が
、
新
食
糧
法
で
は
、
自
主
流
通

米
を
主
体
と
し
た
民
間
流
通
が
主
体

と
な
り
、
政
府
が
管
理
す
る
の
は
輸

入
米
を
合
め
た
政
府
米
の
み
に
限
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
主
な
改
正

点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

①
外川
両
流
通
制
度
を
中
心
に
生
・
ぽ
訓

今
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
の
新
し

い
動
き
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
農
業
に
向
け
て
何
が
大
切
か
を
、
入
善
震
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
助
田
所
長
さ
ん
に
お
話
し
を
聞
き
ま
し

た新

た

な

競

争

時

代

厳 ｜
し農
い業
ガ’もを
ッ の取
ト カマり
あ巻
ウ り〈
ル ま環
グ す境
ア がは
イ。非

ラ 常
ウに

助
国
ン
ド
の
農
業
合
意
に
よ
り
、

業
は
否
応
な
く
、

阿
内
山
肢

恨
底
か
ら
大
き
く

変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
中
で
む
「
米
」

の
生
・政流

・町の農業を考える

入
善
農
業
普
及
改
良
セ
ン
タ
ー

助
国
栄

一
所
長

辿
に
ら
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
段
地
問

で 放
Lこ lこ
ミ惨も
ニ匹
マ敵
ムす
アる
クむ
セの
スで
にあ
（~ リ
フ
l/Q す

十
万
ト
ン

の
外
米
輸
入
が
始
ま

っ
て

い
ま
す
。
外
同
・
峰
の
格
安
な
米
と
の

競
争
の
み
な
ら
ず
、
凶
内
に
お
け
る

他
産
米
と
の
価
格
、

食
味
な

品
質
、

ど
の
州
で
刺
た
な
競
争
の
時
代
に
突

入
し
た
と
↓円
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
加
え
、

新
食
料
法
が
ト
kμ

場

以
州
を
碍
人
し
た
、

一
一川
よ
リ
随
行
さ
れ
ま
し
た
。
お
L、

し
い
米
が
山
川
他
で
取
リ
引
き
さ
れ
る

ま
ず
い
米
が
り
川
れ
伐
る
こ
と

一以
刷
、

が，

r州
心
さ
れ
ま
す
。
消
貨
お
に
向
け

て
の
的
判
叫
供
な
ど
版
必
戦
略
の
M
片

側
が
川
わ
れ
る
時
代
が
到
米
し
た
と

い
っ
て
も
、
必
パ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

強
や
小
則
的
使
点
に
立
っ
た
附
w引
を

位
置
付
け
、
全
体
泊
給
の
刷
物
を
阿

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

②
叫
舟
．
判
州
戦
は
、
ふ
h

体
需
給
の
淵
鴨

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
つつ、

生
産
省
の
自
主
的
な
判
断
を
尊
況
し

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
政
府
米
と
自
主
流
通
米
と
を
合
わ

せ
て
計
同
流
通
米
と
し
て
位
置
付
け
、

消
費
者
の
必
要
と
す
る
数
量
の
米
が

計
画
的
か
つ
安
定
的
に
流
通
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。

④
政
府
は
政
府
米
を
通
じ
て
、
中
期

的
な
観
点
に
立

っ
た
備
蓄
の
運
常
持

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑤
流
一
油
業
符
に
対
す
る
統
制
は
、
従

米
は
許
可
制
で
し
た
が
、

一
定
の
条

件
を
備
え
れ
ば
だ
れ
で
も
参
入
で
き

る
よ
う
に
登
録
制
に
改
め
ま
し
た
。

〈＝＝従来のルート （自主流通米）
噌醐刷新たにRめられたルート（。）
＠・・新たにRめられたルート（計画外流通米）

｜：事業実施地区｜（平成6年12月現在｝

集
落
営
農
に
つ
い
て

話
し
合
い
を

ー
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
は
。

助
田

管
内
農
家
の
皆
さ
ん
に
と

っ

て
は
こ
れ
ま
で
の
低
コ
ス
ト
使
点
・や

行
力
化
対
策
、
味
の
よ
い
米
づ
く
り

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
集
落
な
ど
で
其

剣
に
話
し
介
い
、
実
践
さ
れ
て
い
る

所
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
出
航
で
売

れ
る
昧
の
よ
い
米
を
低
コ
ス
ト
で
や
い

－M
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
、
す

集
広
忠
品
川
肢
体
制
は
け
で－
d

な
わ
ち
、

う
ほ
ど
附
川
市
に
で
さ
る
こ
と
で
は
あ

そ
の
こ
と
ら
あ

っ
て
、

り
ま
せ
ん
。

Fm
の
小
で
は
ト
分
に
そ
の
必
民
性
を

カず,;.>,!. 
、め

て

お
り

iL 
る

と
と
•C.・

ま
す

ト
ボ
だ
そ
の
動
き
ず
ら
み
ら
れ
な

い
集
泌
む
少
な
く
な
い
の
が
呪
状
で

選
択
の
幅
が
広
が
る

l
生
産
者
と
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

生
産
者
の
立
場
か
ら
み
る
と
、

①
生
届
調
態
（
減
反
）
は
生
産
者
の

自
主
的
な
判
断
を
報
量
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
。

②
計
画
出
荷
基
準
数
量
の
範
凶
内
の

米
に
つ
い
て
も
、
ゑ
認
を
受
け
れ
ば

計
画
外
に
流
通
す
る
米
と
し
て
販
売

で
き
る
こ
と
。

③
計
画
外
に
流
通
す
る
米
は
、
そ
の

数
祉
を
届
け
れ
ば
自
由
に
版
先
で
き

る
。
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
万
、
川
政
省
の
立
場
か
ら
見
る

と
、
流
泌
ル

l
ト
の
緩
制
に
よ
り
令

凶
作
地
の
米
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
版
允
ル

l
ト
の

弾
力
化
に
よ
り
、
い
ろ
ん
な
場
所
で

米
を
購
入
で
き
ま
す
。
具
体
的
な
動

き
と
し
て
県
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
で

は
全
国
各
地
の
米
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
や

コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
の
販
売

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ー
生
産
調
整

（減
反
）

課
題
は
生
産
調
整

は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？
・

生
産
調
幣
一
が

一
番
難
し
い
問
題
だ

さ
き
ほ
ど
述
べ
た

と
忠
わ
れ
ま
す
。

す
。
特
に
県
内
に
お
い
て
は
こ
の
集

中
治
日
民
体
制
が
「
岡
高
点
低
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

人
普
段
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で

は
、
土
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す
る

お
い
し
い
米
の
生
産
は
ら
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
行
州
民
家
の

，
強
調
と
A
n品
H
山
々

を
椋
み
重
ね
て
、
集
落
営
役
へ
の
実

呪
に
向
け
努
力
し
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

減ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
と

は
：・問
と
問
と
の
貿
易
の
ル

l
ル
を

決
め
る
の
が
ガ

ッ
ト
（
正
式
名
称
は

「
関
税
お
よ
び
貿
易
に
闘
す
る
一
般

協
定
」
。
一
九
四
八
年
発
足
）
。
そ
の
話

し
合
い
の
場
が
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
は
南
米
の

ウ
ル
グ
ア
イ
で
聞
か
れ
た
会
合
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
話
し
合
わ
れ
た
の
は

農
業
、
繊
維
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
十

五
分
野
で
す
。

ミ
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
と
は
・：
今
ま

で
ほ
と
ん
ど
輸
入
が
な
か

っ
た
品
目

を、

一
定
数
坑
輸
入
す
る
約
束
で
す
。

米
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
分
は
、

具
体
的
に
平
成
七
年
に
三
十
じ
万
九

千
ト
ン
、
平
成
ト
・
一年
に
は
七
十
丘

万
ト
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。
国
内
消

賀
川
地
の
問
1
八
%
相
内
盆
に
当
た
り

ま
す
。

-
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よ
う
に
、
新
食
制
法
で
は
や
』路
湖
特

は
生
湾
省
で
あ
る
決
家
の
臼
L

モ
性
を

啄
屯
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
令
体
の
前
給
バ
ラ
ン
ス

を
与
え
る
と
、
従
米
ど
お
り
ゃ
い
政
調

機
へ
の
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

米
の
供
給
過
剰
に
よ
り
米
の
側
絡
が

下
が
る
と

一
審
問
る
の
は
良
家
の
皆

さ
ん
で
す
か
ら
、
今
ま
で
以

t
に
後

家
、
園
、
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す。新
食
糧
法
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ

は
最
寄
り
の
食
糧
事
務
所
へ

。
富
山
食
糧
事
務
所
魚
津
支
所

g
n
1
0
2
3
4
 

集
落
営
農
に
取
り
組
ん
で
い

る
女
性
の
方
に
聞
い
て
み
ま

し
た
。

一
集
落
内
の
和
が
強
ま
る
一

一

と
に
か
く
、
集
必
常
民
は
良
い
こ

’
と
だ
と
思
い
ま
す
。
谷
内
で
両
側
な

’
機
械
を
そ
ろ
え
た
り
、
格
納
時
の
必

．
裂
が
な
い
で
す
し
、
家
此
眺
め
中
で
病

”
人
や
け
が
人
が
出
て
ら
山
ん
ぽ
を
安

a

心
し
て
ま
か
せ
て
お
け
る
か
ら
で
す
。

．

ま
た
、
中
I
初
作
業
を
制
ま
れ
で
も

一日
川
附
行
ゃ
い
州
人
だ
け
だ

っ
た
の
で
す

が
、
日
川
近
打
い
人
や
お
ω怖
さ
ん
ら
参

．
加
さ
札
る
よ
う
に
な
り
、
な
兄
炎
換

や
交
流
会
を
行
う
な
ど
築
様
内
の
和

が
強
く
な

っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

一

委
託
人
か
ら
も
喜
ば
れ
る

一

一
昨
年
か
ら
、
同
地
え
と
稲
刈
り

－
を
集
落
の
営
農
組
合
で
行
わ
れ
る
よ

．
う
に
な
り
、
参
加
し
て
い
る
農
家
め

一
婦
人
の
労
働
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

作
業
に
参
加
し
て
い
て
も
、

h
E
T

、

・
ず
し

人
が
何
人
ら
拝
ん
で
米
て
く
札
る
の

で
烈
し
い
で
す
し
、
U
ご
ろ
か
ら
飢

を
人
い
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
人
と
介
、っ

こ
と
が
で
き
、
税
し
み
が
山
て
き
ま

す
。
そ
れ
に
作
業
の
進
行
が
小
く、

一
委
託
さ
れ
た
人
か
ら
内
ば
れ
て
い
ま

す
。

... 



平成6年度の決算がまとまりまし
た。町政は、皆さんからの税金や固か

らの地方受惜税等を財源として運営

されています。ここでは一般会計を

中山に図表であらましを紹介します。

平 成 6 
年度

JS'I平成フ年度
T一一一一ー

争羽財政状況

92億411万円悶困｜悶固I87億4,728万円｜

…
暗
号
一b
m一

伽

必

号、
L
Bら
R

Q

状負の税

分短金及び負j§盆
2億801方向（2.3%)

諸収入ほか
4俗744万円（44%)

地方隷与税ほか
2fi車9,939万円（3.2%)

一般会計

（万Pll

偏
澄
税胴

m遇
町初

価盟国

入湯税
572円

盆 ョ

そ の他
786円

軽自動車税

l. 381円

歳入 歳出 差

国 保 ~ 言十 117,275 106,230 11,045 

老人保健医療会計 186,742 186, 186 556 

診療所会計 7,354 6,066 1,288 

簡易水道会計 4,292 4 ,024 268 

用地取得会計 4 ,021 4,021 。
用 * ムZ五 言十 551 444 107 

奨学資金会計 77 77 。

歳入 歳出 差 号｜

収益的収支 228,955 238' 195 ム 9,240

資本的収支 8,675 16,746 ム 8,071

計ー 237,630 254,941 ム17,311

教育資

28!15,994万円
(32.7%) 

計
A
Q

一
A

5者支出金ほか
ー10億530万円
(11.5%) 

別特

議会資
Ii怠3,898万円（1.6%)
商工賃
1j惹7,933万円（2.0%)

7億1,939万円（24.6%)

垣正D
67億3,143万円
25億6,773汚円

特別会計
歳 人 員詑 ,H 

予算額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

国 ｛呆 ぷ三泳三 計 12｛意 740万円 3億4,063））円 28.2% 12｛意 740万｜ーlj 4億l,4947JPJ 34.4% 

老人保健医療会計 19億9,113万円 8億2'811万riJ 41.6% 19億9'113万円 8億7,353万円 43.9% 

診療所会計 6,564Jj円 2,525)jjfj 38.5% 6,564"JJlり 2, 7547il'l 42.0% 

簡易水道会計 8,8077j円 1,l7t1Jjjlj l:L3% 8,807}j円 2, 066JJl.Lj 23.5% 

用地取得会計 416万円 01 1~ 0% 416")j円 or『l 0% 

用 * 会 言十 428万円 205'JJ円 47.9% 42875円 63Jjj Lj 1 1~ . 7% 

奨学資金会計 487）同 25Jil1J 52.1% 48")] I' J 16万円 33.3% 

条
例
に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
を
？
年
に

2
回
、
町
民
の
み

怠
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
4

フ
月
号
で

は
、
平
成
ア
年
9
月
初
日
現
在
に
お
け
る
平
成
7
年
度
予
算
の

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9 
」．
8 7 6 5 4 3 2 。。2 3 4 5 6 7 8 9 10 18 16 20 

地方
交付税 教育費1151恵753万円（44.1%)19f,U，ぽ幻万円 （81.8%)

総務費110億5,884万円（46.1%)町税18億3,824万円（55.4%)

41港7,009万円（146%)

21恵9,412万円（48.6%)

（グラフの数値は予算額とそれに対する執行率（%）を表してあります）

民生et110億4,738万円（45.3%)

農林水
産業fl

国県
支出金

町債

2傷931万円 （42.3%)

昆司…

9億6,C焔2万円（24.9%)

7｛章5,760万円 (0%)

211瞳6.384万円（97.8%)

21意6,499万円（44.7%)

円円
万万
lqdau守
＼ノ43、h、，16！・
－・d－内3a勾

一歳」市崎〆r、＼台口令3

企業会計 歳 人 ~気 出

（あさひ総合病院） -=r・界綴 収入 i斉wn ~λ入率 ！ 子ー 算制 支出法相 支出率

収益的収支 24{:0'.7 '9237j円 Hi.忍5,692)j川 46.7% 24｛，怠7,923)j円 11f;~3'760万川 45.9% 

資本的収支 l億9,694万円 l ,584'Jil1J 8.0% 2位5,791)jJq 6,625万円 25.7% 

言十 26億7,617万円 111意7,276Jil'l 43.8% 27億3,714万円 12億 385万川 44.0% 

(Jj門）
企業会計（あさひ総合病院）

町債の状況（目的別）
区 分 金 額 構成比 区 分 金 額 構成比

般 ~ 591:~8,459万円 89.0% 災吉復 II~ Ii'( I 5,328/Ji'J 0.8% 
総 務 伯 4f怠5,677万円 6.8% 臨時財政特例僚 3｛怠3,167/jlll 4.9% 

社会福祉伯 5,056万円 0.8% そのf也事業僚 3,871)jJ.iJ 0.6% 

保育所償 7,577万ド｜ 1.1% その他会計 7億3,687/)P:J 11.0% 

農林水産業債 3｛怠9,16275ドl 5.8% 山崎診療所 1, l207JILJ 0.2% 
土 木 債 t1m'.s,290万円 7.2% 間 易 水道 1), 503/.ilIJ 0.7% 

公営住宅償 4f:CT:5,9617J円 6.8% ff! J也先行取得 771万円 0.1% 
i肖 i坊 イ武 2,970万円 0.4% あさひ総合病院 6｛怠7,293万円 10.0% 
教 育 債 36{窓l,400Jj向 53.8% fr 言十 67億2'146万円 100.0% 

-
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令

状
犬
、

易、J、

県
高
校
タ
イ
記
鉢
で
見
事
三
位
に
入
賞
。

l
六
日
に
行
わ
れ
た
川
百
メ
ー
ト
ル
陥
容

で
の
六
位
に
続
き
二
純
日
入
社
と
い
う
快

挙
を
来
た
し
た
角
九
料
。
大
き
な
慨
竺
口
で

自
己
記
叫
仰
を
大
幅
に
克
新
し
、
勝
負
強
さ

を
発
揮
し
ま
し
た
。
「
も
と
も
と
は
宵
十

メ
ー
ト
ル
陪
苦
が
専
門
。
国
体
で
は
あ
ま

り
練
習
し
て
い
な
い
四
百
メ
ー
ト
ル
陣
待

で
も
入
賞
で
き
た
の
で
白
分
で
も
驚
い
て

い
ま
す
。
二
れ
か
ら
も
二
種
日
で
が
ん
ば

り
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

返
る
こ
と
は
小
学
坐
の
、
』
ろ
か
ら
大
好

き
だ

っ
た
角
丸
君
は
中
学
入
学
と
同
時
に

陸
上
部
へ
。
全
国
大
会
に
出
場
し
た
も
の

の
予
選
落
ち
。
怖
し
さ
と
同
時
に
全
国
レ

ベ
ル
の
市
さ
を
実
感
。
そ
の
悔
し
さ
を
パ

ネ
に
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
高
校
に
入
m，r

し
、
富
山
市
な
ど
各
地
で
の
練
閉
会
や
合

宿
に
獄
艇
的
に
参
加
。

ハ
ー
ド
ル
専
門
の

コ
l
チ
に
指
導
を
受
け
、
め
き
め
き
と
頭

角
を
現
わ
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
春
先
に

一
向
敗
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
高
校

生
に
は
負
け
な
し
の
強
さ
を
誇
、
」
り
ま
す
。

引
夜
、
角
丸
お
は
魚
津
市
校
の
三
年
生
。

来
年
は
大
学
に
進
学
し
陸
上
を
続
け
ま
す
。

「
夢
の
一
歩
は
オ
リ
ン
ピ
y
ク
に
出
る
こ
と

で
す
が
、
ま
ず
は
日
本
選
手
権
な
ど
の

一

流
レ
ベ
ル
で
戦
う
こ
と
が
目
標
。

二
千
年

に
は
白
山
県
で
団
体
も
開
催
さ
れ
ま
す
し
、

大
学
川
年
間
で
さ
ら
に
鍛
え
、
記
録
を
仲

し
た
い
で
す
」
と
さ
ら
な
る
飛
蹴
を
許
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

＠週・

利 幸さん(74)
水島一→ ，、方寸さん（68)

境

...!:. 認 さ

？？ ら
ft. ~ 

:! 
言映躍
よ李 を
歳正
）ん

十
月
十
八
日
、
福
島
国
体
の
少
年
男
子

A
百
十
メ
ー
ト
ル
障
害
で
十
四
秒
五
九
の

物
ポ三勢

｜
｜
結
婚
さ
れ
た
の
は
？

利
幸

昭
和
二
十
年
の
九
月
十
六
H

で
す
。
昭
和
十
七
年
か
ら
金
沢
や
満

州
で
の
平
隊
生
活
を
送
り
、
終
戦
は

山
内
崎
県
で
迎
、
え
ま
し
た
。
岐
に
は
八

川
二
卜
一
一
u
に
帰
郷
。
ま
さ
に
終
戦

直
後
の
結
婚
で
し
た
。

芳
子

家
が
近
所
で
お
五
い
の
顔
は

良
く
知
っ
て
い
た
も
の
の
式
も
挙
げ

ず
、
た
だ
失
の
家
に
来
た
と
い

う
感
じ
で
し
た
ね
。

｜
｜
五
十
年
間
の
思
い
出
は
？

利
幸

や
は
り
、
終
戦
後
の
食

料
純
が
印
象
に
殺

っ
て
い
ま
す

ね
。
み
ん
な
食
べ
て
い
く
の
に

必
死
で
し
た
。
当
時
、
結
協
が
立

兎
口
川
で
、
境
で
も
慌
作
り
を
す

る
人
が
大
勢
い
た
も
の
で
す
。

私
も
仕
事
が
休
み
の
日
に
は
長

野
ま
で
行

っ
て
取
と
リ
ン
ゴ
を

交
換
、
そ
れ
を
米
へ
と
物
々
交

河内英樹さん位4歳・宮崎）

一一マクセル北陸精器棚一一

j⑥⑧⑧⑤⑤ j 

i 更正保護婦人会 ） 

‘ 呼びかけよう愛の一声 ！ 
！ 全問史乍保護妹人会（会長 ；県笠松女刊l務所の視察、宮 ！

｛ね；！t久子様）は戦後間らない ：111養得院、むつみ問、 lllf名人 ；

: Ill｛和24年7月に誕生しました。：ホームの慰問、各地阪での非 i
！ 地域での犯罪予防と犯非や~1~ j行の問題を話し合うミニ築会、！ 
；行に陥った人たちの更生をi呆 ：社カを明るくする山Ill前動の ！

: ~~ fl］さ んに協力して 、 llJJ るい ： 参加、他市町との交流、保護

j社会づくりを同指す全｜王｜的に j司会の活動への参加、協力な ！
！組織されたボランティア同体 jどがあります。
jです。朝日町では発足してけ j この会の活動は11に比えて ‘
j年11を迎えました。 j効果の上がるものではあ I）ま ：

: 会では「背少年に旬：の愛をJ ~ せんが、保護司会の ）j 々 のご
iをスローガンに揚げ、女性と ；協力を併ながら、私たちので ：
！ して母親としての立場から、 jきる範聞で、いそがず奴fill.を ；
t ささやかな活動をさせていた ；せず継続してボランティア市 ！

jだいています。会員数も年々 ；動を進めて行きたいと考えて i
j少しずつ噌え、今年度でl川 ；います。 ! 
iを数えています。 ： 今後とも皆さまのこ~th!, )Jを j
! 今まで行った抗的軌を挙 ：刈 iいいたします。 ‘ 
げてみると富山刑務所、 岐I1'•.

@C!l~ 
中之

島2
拓？
哉ゃ

旭
ヶ

E
の
中
島
篤
司

・
佳

代
子
さ
ん
の
長
男

（
平
成

6
年
川
月
四
日
生
）

。~＠
原ピ

衣ぃ

鐙
谷
の
松
原
孝
浩
・
因
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
白
年
5
月
白
日
生
）

き
戎

換
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

芳

子

塩

作

り
の
た
め
、
ま
き
を
集

め
て
く
る
こ
と
が
女
の
仕
事
で
し
た
。

何
キ

ロ
も
陥
れ
た
山
の
奥
ま
で
行
く

の
は
と
て
も
大
変
で
、
半
い
こ
と
で

し
た
ね
。

｜
｜
お
二
人
の
今
後
の
夢
は
？

利
幸

お
互
い
健
康
で
長
生
き
す
る

こ
と
が

一
番
の
願
い
。
ま
た
、
晴
れ

た
H
に
は
漁
に
出
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

芳
子

畑
作
り
と
ゲ
l
ト
ポ
l
ル、

そ
し
て
六
人
の
孫
の
成
長
が
楽
し
み
。

お
盆
の
時
は
み
ん
な
集
ま
っ
て
に
ぎ

や
か
に
な
り
ま
す
。

趣
昧
ゆ
ド
弓
イ
ヴ

社
会
人
と
な
っ
て
今
年
で
じ
年
円

で
す
。
人
ぶ
れ
ー
で
は
小
際
社日以
（
？
）
と

し
て
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
作
る
機
械

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
初
当。

不
良
品

を
山
さ
な
い
よ
う
に
神
経
を
使

っ
て

作
業
に
当
た

っ
て

い
ま
す
。
職
場
は

’K
性
（
お
ば
さ
ん
）

が
多
く
て
栄
し

い
で
す
ね
（
決
）
。
近
い
う
ち
に
屯
れ

i
いれ
士
の
資
怖
を
取

っ
て
“
不
に
州

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
。
述
川
は
あ
ま

り
し
な
い
ん
で
す
が
、
取
に
釆
る
こ

と
肉
体
楽
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
最

近
ゴ
ル
フ
も
始
め
ま
し
た
。
川判明
H

が

嫌
い
で
ス
コ
ア
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が

実
際
の
コ
ー
ス
に
山
る
と
お
も
し
ろ

い
で
す
ね
。

結
婚
は
ま
だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
り
か
ら
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
ま
す
け

ど
：
。
削
刊
想
の
タ
イ
プ
は
明
る
く
て

一
祁
に
肘
て
飽
き
な
い
人
で
す
。

広
報
係
で
は

「ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

…

｜
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
1
2）
へ
可
こ

報
を。

-
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〔い
l
れ
l
て〕
｛2歳
児
〉

T
ら
ゃ
ん
が
プ
ワ
ッ
ク
あ
そ
び
を

し
て
い
る
時

A
z
t
T
ら
や
ん
い
｜
れ
｜
て
」

7
3
ん「
だ
め
グ
」

A
Z
ん「
ぜ
ん
ぜ
い
H

H

T

ち
や
ん
だ
め

や
っ
て
」

保
母
「
T
ら
や
ん
、

っ
て
や
っ
て
」

7
2
ん「
じ
ゃ
あ
、
と
ん
ぼ
の
あ
た
ま

い
い
よ
っ
て
言

君、
わ
れ
る
？
」

A
Z
ん「
う
ん
H
H

昔、
わ
れ
る
よ
」

7
1
ん
『
と
ん
ぼ
っ
て
、

か
む
が
や

っ

企図民年金(15)

話，、

a
E」

A
E
ん
「
う
ん
H
H
H

こ
う
や
っ
て
も
つ
が
」

7
2
ん
「じ
ゃ
、
い

れ
て
あ
げ
る

HC

A
Z
ん「
あ
り
が
と
う
H
H
」

保
母

（よ
か
っ
た
：
：
：
）

ハ
ず
で
か
み
e

を
こ
す
り
令

わ
せ
て
い
る
の
を
見
て

ot
z「
む
し
む
し
し
ゃ
ん
が
手
を
あ

ら
っ
て
い
る
H
H

一と
う
や
っ
て
」

と
ま
ね
を
す
る
。
の
A

ち
ゃ
ん
の

手
が
と
て
も
か
わ
い
い
．

何
ら
ゃ
ん
が
ほ
っ
ぺ
に
傷
き
つ
け

て
登
所
．

保
母
「
何
ち
ゃ
ん
／
ほ

っ
ベ
ど
う
し

苦
い
ま
す
．

た
の
・：
？
』

何
Z
ん
「
に
い
ら
ゃ
ん
が
ね
｜
げ
ず
っ

て
い
っ
た
が

i
」

爪
の
跡
が
2
本
く
っ
き
り
つ
い
た

何
ら
ゃ
ん
の
ほ
っ
ぺ
で
し
た
．

穐
:r-

、っH
H

A燐寸｛？｝

広
報
ク
イ
ズ
⑩

〔
問
題
〕

①
平
成
7
年
度
に
お
け
る
町
の
農
業

従
事
者
で
六
十
歳
以
卜
一の
割
合
は
？

＠

η
・
l

%
⑮
臼
・
1
%
。
日
・
l
%

②
平
成
6
年
度
に
お
け
る
町
の
流
動

化
面
積
は
？

＠

1
7
7
・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

⑮

1

8

7
・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

。
1
9
7
・

1
ヘ
ク
タ
ー
ル

③
東
京
の
『
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
け
川
の
何
日
？

＠

8
日

⑮

同

日

＠

m
H

〔
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
、
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
紛
を
品
川
H

い
て
ロ
月
刊

un（当

日
消
印
布
効
｝
ま
で
役
場
総
務
謀
総

書
広
報
係
（
〒
蜘
｜
閉山
朝
日
町
道

F

1
1
3
3
｝
へ
送
っ
て
下
さ
い
。
抽

選
で

3
人
に
阿
川
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
山
川
削
の
当
選
者
は
凶
尾
筏

向
刊
さ
ん
、
う
さ
ぎ
の
ダ
ン
ス
さ
ん
、

ヨ
ッ
キ
ー
さ
ん
に
決
ま
リ
ま
し
た
。

門
V

今
月
は

「
み
ん
な
の
ぺ

l
ジ
」
に

多
数
の
投
稿
が
あ

っ
た
た
め
イ
ラ
ス

ト
掲
載
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

， 

’ 
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〔
ハ
エ
と
傷
】
（

2
般
児
）

Aサンディー（7)

富山県南米親善訪問団に町村

会を代表して参加。その犠子を

今月と来月の2回にわたり報告
りたします。

、長旅その1”
II月1日、夏服を着て結図式

に臨む。空路10時間てロサソゼ

ルスへ。機内清掃のため約1時

間の休憩を含み12時間をかけて

サンパウロ（ガルーリヨス空港）

に到着。気温20度。県人会の方
々の出迎えを受けイグアスへ向

かり、気温28度の地に宿泊。翌
日、イタイプ発電所、イグアス

の滝を視察。 再びサソパウロに

戻り、県人会設立35周年記念式

典に出席。町出身の森岡行誰氏

池田有社氏となごやかに懇談。

サンパウ口には2泊し、3時間30
分をかけマナウスへ。気温~7.度。
小矢部市出身の大谷八枝一家と

ともに、サッ力一場ての盆踊り

会場へ。日本ては盆踊り自体少

なくなってりるのに、やはり日

本への愛着、愛国心からだろう

か、浴衣姿の女性200人以上が花
笠音頭や東京音頭などを踊る。

アマゾン川てピラニア釣り、趨

揚げ！として食べるなどじ2泊。
朝5時に起床しリオデジヤネ
イロへ。コパカバーブ溝岸ては、

海水浴客の多くは自のやり場に

因る姿。サツパジヨーを見る限

り、情熱の国て友好的な雰囲気

を感じ2泊。 ブ工ノスアイレス
に向かり、市内視察やアルゼン

チジ県人会員との懇談。水が豊

富であり緑が美じり街並みを身

体て感じる。特にタソコ鑑賞は

言葉て言内表わせなり、すばら

しり…。 (11月218記〉

企あおchan（同）

1・－・4臨，・昼
間－Ar

寺酢~1\1な·Lt:·ut•勾句~
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崎
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朝日町美術展第16回

一個
一

芸
術
の
秋
、
力
作
問
点
／

日
月
2
日
か
ら

5
日
ま
で
の

4
日

間
、
第
凶
凶
朝
日
町
美
術
展
が
コ
ミ

品
ニ
テ
ィ
ホ
i
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

美
術
展
に
は
、

ぃH
M
校
止
で
か
ら
加
歳

代
ま
で
幅
広
い
年
代
一胤
か
ら
絵
画
や

書
、
彫
刻

・
工
芸
、
写
真
の
各
部
門

に
問
点
の
力
作
が
努
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
期
中
に
は
大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん

が
鑑
賞
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

第18岡町民駅伝競走大会
カ査と／／法支.I/

医療の現場から

町民駅伝競走大会が11 月1 2日に行 ~ ；，；

われました。47チーム282人ガ参加し、 混血血 アι
午前10時に越中宮崎駅前をスタート。

6区間、19.6畑のコースを走りまし
定。

あ
ヰドたさ
Aι、けひ

田だ答
茂h震
憲す持
rte 経

室外
科

〔審
査
員
講
評
〕

〈
絵
画
v

日
回
展
の
節
目
を
終
え

た
今
展
に
寄
せ
る
期
待
も
大
き
か

っ

た
の
で
あ
る
が
、
出
品
作
品
の
内
符
、

点
数
と
も
に
盟
か
に
な

っ
た
こ
と
は

何
よ
り
も
の
申岳
び
で
あ
る
し
、
高
校

生
の
出
品
が
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
胎
動
を

感
じ
き
せ
て
、
心
強
く
ら
あ
る
。

（
松
倉
唯
司
）

V
総
合
成
績

・
地
区
対
抗
の
部
1
位
大
家
庄
体
協

A

（

ω分
お
秒
H
大
会
新
）

2
位

泊
二
区
体
協
A

（引け分

6
秒）

3

位
山
崎
体
協
A

（
九
分
ぬ
秒
）

－
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

1
位
朝
日
中
学

陸
上
部
男
子
A

（
引
け
分
泌
秒
H

大
会

新）

2
位
朝
日
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
男
子
A

（
均
分
灯
秒
）

3

位
泊
高
校
陸
上
部
男
子
（
付
分
団
秒
）

・
女
チ
対
抗
の
部
1
位
朝
日
中
陸
上

部
A
（
部
分
0
秒）

2
位
朝
日
中

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
引
分
l
秒）

3
位
泊
高
校
陸
上
部

（
引
分
認
秒
）

V
区
間
賞

－
地
区
対
抗
の
部

1
区
西
岡
震
和

（
日
分
日
秒
）

2
区
森
田
猛
（
口

分
訂
秒
）

3
区
林
清
唯
（
日
分
お

秒）

4
区
伊
藤
政
博
（
日
分
泌
秒
）

5
区
古
川
信
明
（
9
分
刊
秒
）

6

M
池
削
敬
長
（
7
分
お
秒
H
区
間
新
）

・
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

1
区
加
藤
幸

〈書
v

本
年
度
の
出
品
点
数
は
、

昨
年
に
比
べ
や
や
減
少
し
た
が
、
全

体
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
個
々
の
レ

ベ
ル
の
老
が
あ
ま
り
な
く
力
が
そ
ろ

っ
て
い
た
。
泌
下
部
門
が
特
に
多
く
、

か
な
部
門
の
山
山
u
聞
が
な
か

っ
た
こ
と

は
残
念
だ
っ
た
が
、
刻
A
i

門の
山
口川が

あ
っ
た
こ
と
は
点
ば
し
い
。

（
水
品
盤
潮
）

〈
彫
刻
J

工
芸
〉

出
品
点
数
の
減

少
が
気
が
か
り
と
、
今
川
は
大
賞
に

該
当
作
品
が
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念

で
あ
る
。
特
に

i
芸
と
い
う
作
品
は
、

時
々
の
素
材
が
使
わ
れ
る
の
で
作
品

の
評
価
が
離
し
い
。
明
年
の
町
田
成
を

一
一
層
高
め
て
秀
作
の
作
品
を
期
待
し

ま

す

。

（

殿

村

芳

謙

｝

〈
写
真
〉

昨
年
か
ら
審
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
作
品

は
作
名
の
hr
f
uハ
〈
を
撒
る
と
き
の
意
欲

が
感
じ
ら
れ
、
レ
ベ
ル
も
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

（
米
国
利
昭
）

な
お
、
川
民
大
賞
に
輝
い
た
の
は

次
の
方
々
で
す
。

O
絵
画
の
部

「響」

山
崎
幾

O
書
の
部

「
成
品
」

組羽目

第
叩
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

（%

i
w但悩
島
県
）

。
入
賞
者
・

陸
上
少
年
明
子
A
川
M
附

害
3
位

角

九
映
手
・
際
上
少
年
男

子
共
通
側
M
降
害
6
位
角
丸
映
卒4

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
杯
県
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー

交
流
大
会

免
魚
津
市
）

V
A
リ
ー
グ
1
位
蜂
谷
ラ
グ
ビ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
同

県
小
学
生
男
子
・
女
子
ミ
ズ
ノ
杯
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

宛
黒
部
市）

v
l
位
山
崎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同

全
国
高
校
駅
伝
県
予
選

（
%
黒
部
市
）

V
児
子
第
5
．区間
l
位
弁
武
彦

県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
学
校
陸

上
競
技
大
会

免

小
矢
部
市
）

V
労
チ

・
l
年
m
M
6
位
氷
見
俊
輔

・

共
通
欄
M
6位
広
川
尚
之

・
共
通
枠
出

跳
4
位
石
橋
維
規

・
並ハ通
4
×
捌
M
リ

レ
ー
5
位
朝
日
中
（
氷
見
、
平
坂
、
高

桜
、
広
岡
）

v’k
rナ
・
北（一必削
M
附
当
2
位
清
水
麻

珠
・
共
通
走
幅
跳
5
位
円
木
蹴

陸
上
県
中
学
校
秋
季
大
会
（財
富
山
市
）

V
男
子

・
俸
高
挑
3
位
石
橋
税
制
机

v
k
子

・
1
5
0
0
M
3位
井
久
美
チ

．
三
種
競
技
B
3位
清
水
麻
珠

陸
上
県
高
校
学
年
別
競
技
会

（%
富
山

市｝v
m列
7
・
2
年
制
M
3位
大
甘
康
犬

－
2
年
砲
丸
投
3
位
松
本
降
寿

・
2
年

や
り
投
1
位
松
本
隆
寿

v
k
，f
・
2
年
間
M
附
宮
3
枕
折
谷
が

佳

・
2
年
走
幅
跳
3
位
山
室
麻
起
了

－
2
年
や
り
投
3
位
平
崎
小
奈
美

・
ー

年
走
高
跳
2
枕
川
久
保
美
哨

境町
民
夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

匁

1

W
サ
ン
リ
｜
ナ）

V
男
子
1
位
幕
野

2
位
境

V
女
子
l
位
五
箇
庄

2
位
大
家
庄

協
会
長
杯
ビ
l
チ
ボ
l
ル
大
会

匁

1

%
サ
ン
リ
l
ナ｝

V
男
子
1
部
・

A
ク
ラ
ス
1
位
宮
崎
首

領

2
位
H
宮
崎

・
B
ク
ラ
ス

1
位
宮

崎
B
B
C
2位
D
A
N
・
C
ク
ラ
ス

l
住
大
家
庄
ピ
l
チ
ボ
ー
ル
愛
好
会

2
位
踊

・
D
ク
ラ
ス

1
位
い
い
ち
こ
A

2
位
大
家
庄
ビ
ー
チ
ボ
l
ル
愛
好
会

12月のスポーツ
SPO目－T~S
・町民バレーボール大会

3 A（日） 8:30～ 

サンリーナ第2体育室

・町民ビーチボール大会

3日（臼）8:30-

サンリーナ第l体育室

県
高
校
新
人
選
手
権
大
会
（
%
・3
県
内

各
会
場
）

V
柔
道

・
久
子
持
同
級
l
位
北
山
口
回代

．
前
M
級
2
位
、
河
端
絡
美

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
男
子
4
位
泊
高
校

新
川
地
区
中
学
校
新
人
選
手
権

（お
－M訓

告
行
会
場
）

V
団
体

・
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
1

位
朝
日
中

・
柔
道
1
位
朝
日
中

・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
男
子
2
位
朝
日
中
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
女
子
3
位
朝
日
中

・
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
3
位
朝
日
中

V
個
人

・
柔
道
日

h
誠
1
佐
渡
辺
剣

2
枕
竹
川
浪
俊
悟

・
出－
M
減
l
位
大
森
町

雄

2
位
中
烏
雅
弘

県
ビ
l
チ
ボ
1
ル
選
手
権
大
会

九

富

山
市
）
v
mM子
・
D
ク
ラ
ス
2
位
い
い
ち
こ

V
女
子
・

A
ク
ラ
ス

3
位
朝
日
ク
ラ
ブ

3
市
1
郡
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（%
滑
川
市）

V
一
般
男
子
1
位
エ
ク
ス
プ
レ
ス

第
3
回
扇
状
地
マ
ラ
ソ
ン
寝

入
諮問
町）

マ
小山
芋
友
子
3
M
3位
谷
口
絵
美

V
ハ
l
フ
マ
ラ
ソ
ン
ル
久
子
2
位
古
沢
悦

イ入
善
署
長
杯
防
犯
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
大
会

（%
海
浜
公
園
）

V
A
玉川一
日
の
部

1
位
的

．K

A

2
代

M
W
友
会

3
位
薬
師

せ
ま
去
り
部

1
位
山
崎
ク
ラ
ブ

2

位
皆
葉
ク
ラ
ブ

3
位
大
家
庄
小
ク
ラ

フ町
民
ケ

1
ト
ポ
ー
ル
大
会

匁
海
浜
公

闘｝－
位
泊
4

・区
A

2
位
宮
崎
A

3 
位

V
女
子
1
部

・
A
ク
ラ
ス

1
位
朝
日
ク

ラ
ブ

2
位
ビ
ー
ナ
ス

・
B
ク
ラ
ス
1

位
犬
家
庄
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
マ
イ
ル

2

位
リ
l
パ
イ
ス

・
C
ク
ラ
ス
1
位
大
家

庄
ニ
ュ
ー
ス
マ
イ
ル

2
位
清
水
町

－
D
ク
ラ
ス

1
位
ト
ン
ボ

2
位
大
家

庄
ス
マ
イ
ル
B

V
女
子
2
部

・
C
ク
ラ
ス

1
位
朝
日
日

P

2
位
ラ
ベ
ン
ダ
ー

平
成
ア
年
度

北
日
本
新
聞
地
媛
社
会
賞

朝
日
町
ピ
ー
チ
ポ
ー
ル
協
会

・町民柔道大会

3日（日） 8:30～ 

サンリーナ格技室

・フレッシュテニス交歓大会

10日｛日lg:oo～ 
サンリーナ第2体育室

・寺田杯ミニパスケットボール大会

17日（日） 9:00～ 

サンリ ーナ

上
野
英
美
子

。
彫
刻
・

工
芸
の
部

諸
当
者
な
し

O
写
真
の
部

「張
関
の
爪
棋
」

広
瀬
武
失

太
（
日
分
刊
秒
）

2
区
朴
谷
拓
美

（
凶
分
団
秒
）

3
区
府
川
岳
洋
（
ロ

分
お
秒
）

4
区
河
内
大
悟
（
日
分

幻
秒
）

5
区
吉
田
和
也
（
9
分
必

秒）

6
区
江
糊
正
樹
（
8
分
凶
秒
）

・
女
子
対
抗
の
部

l
区
井
久
美
子

（
日
分
9
秒）

2
区
勝
田
智
美
（
日

分
5
秒）

3
区
大
井
恵
里
（
日
分

位
秒
）

4
区
数
家
沙
織
（
日
分
必

秒）

5
区
中
嶋
梨
香
（
ロ
分
M
秒）

6
区
広
田
奈
津
子
（
9
分
日
秒
）

U
4
JJ同

治る“ボケ”：慢性硬膜下血腫
10月からあさひ総合病院の脳

神経外科に勤務しております。

よろしくお願叫します。

“ボケ”の多くは、老年桶呆

や脳血管性痴呆とりう治療・回

復が困難なものです。しかし、

“ボケ”の一部には手衛をすれ

ば良くなるものもあります。慢

性硬膜下血腫とりう病気てす。

ちょっとした頭部の外傷をき

っかけ（例え｛£ベットから落

ちて頭を打ったなど）にして、

数週から数か月の聞に徐々に脳

の表面に血がたまってきて脳を

圧迫する病気てす。

症状は、手足のまひや意識障

害が現れたりしますが、高齢者

の場合、若り人に比べると初期

！こ“ポケ”の症状、注意力の低

下や記憶障害、無関心、無欲な

どが現れます。 「年をとってポ

ケたのかな』と放置しておくと

脳の圧迫が強くなり、こん睡に

陥り命をなくすか、または完全

な痴呆となり寝たきりになって

しまります。

この病気は、早期に外科的に

血種を取り除けば回復が期待て

きますし、頭部のコソビュータ

ー断層写真て容嬰に診断てきま

す。 f最近ちょっとポケてきた

かな」と思われたら、一度脳神

経外科で診察を受11てみてくだ
さり。.. 



7ド 水＊ 7ドァド 水活l）宮山自佐加加大扇扇扇

藤藤 j賓谷谷谷田
さまさeまな分野で長年ニコ舌躍されてきた

方や団体が、このほど次のような表彰を受

けられま した。丞す

栄えある受賞

ございつおめでと

見藤井藤田

i庄晃直真竜

田部 中

大 有

ーさん金森喜
（｝喬水町）

県
兜
童
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

環
境
美
化
実
践
優
良
校

杉 校 i器口j藤藤 j皮岡見聞 j畢津西 伯 谷木

津津波羽司令津野lfl ｜羽竹 崎田フト；松田LLi 原石原

寛真

判
川
町
万
三
研
究
会
会
長
の

金
森
存

－
さ
ん
が
、
高
山
県
ふ

る
さ
と
づ
く
り
賞
の
振
興
焚
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
地
域
で
ふ
る
さ

と
づ
く
り
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
側
人
川
体
に
開
ら
れ
る
も

の
で
、
令
森
さ
ん
の
多
年
に
わ

た
る
郷
上
トペい
の
研
究
な
ど
の

前
副
が
封
制
さ
れ
た
も
の
で
す
。

清
水
町
児
窓
ク
ラ
ブ
が
こ
の

ほ
ど
、
官
向
山
県
優
良
児
主
ク
ラ

ブ
と
し
て
表
杉
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
抗
は
、
多
年
に
わ
た

っ

て
児
市
ク
ラ
ブ
的
訓
を
継
続
し
、

そ
の
来
航
が
制
符
な
川
体
に
附

ら
れ
る
も
の
で
、
空
き
缶
紛
い

な
ど
の
奉
仕
活
動
や
地
似
の
祭

り
を
一
組
活
さ
せ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

清水町児童クラブ

札
前
小川
小山
下
校
が
以
明
美
化

の
実
践
今
後
良
校
と
し
て
怠
H

山山作

総
円
抑
制
批
夫
化
協
会
か
ら
ぷ
彰
さ

札
ま
し
た
。

能
良
校
と
し
て
ぷ
彰
を
受
け

た
五
節
庄
小
学
校
は
、
多
年
に

わ
た
り
迫
路
沿
い
の
ふ
んに
さ
ん
い山
拾

い
や
佼
校
時
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

な
ど
を
泌
じ
て
地
域
の
夫
化
に

バ
献
し
て
い
ま
す
。

凹
叫
付

与
吋

。

長

仲

庁

長

津

水

野

水

野

ミ

i

7
／
ι

川
叩
注

進

津

久
似
川

久
保
出

久
保
問

常

石

中

野

・
じ

盟
事

卜
」
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H
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』
／
－

m
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t

苅
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内

L
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穂

…

水

し
の
ぶ

…
森

宏

一
大

美

幸

一
稲

恭

…
大

淳

子

…
清

穂

…
川

唖
矢
乙
J

…
官同

学

一
泊

謙

－
一

求

心

也

…

州

大

茂

…
六

J

ド一J

ト
、
一

四

－

一

川川，

一川〈
ソー

…
哀
8
8（
白
名
）
一

日

叫
即
ポ

A
F
A
s

－
－

一

割苔

千

品

一

杉

大

輔

一
由

兵

紀
一

日

可

愛

子

…
大

博

美

…

高

香

織

・
津

祐

f
一
木

雌

二

一
藤

k
u
似
乙』

…

小

川

希

チ

ボ

林

和

火

…
勝

、

彰

…
小

修 1草月月敬佳千志 友大品

胞
（
出
名
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ド

ν
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当
叫

一

氷

川

了

＋

智
恵
子

』

雅

克
↓

里

美

↑

珠

代

↓

繭

史

↑

－

H
紀

f

一

家

M

一

l

i

↑

叩

川
お
け
、
判
H
町
教
育
文
化
合

変

主
一

ー

に
↓
館
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
下
中
新
川

右

者

一
地
区
危
険
物
安
全
協
会
主
催
の
第
幻

立

子

↓

回

消
火
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

陽

子

『

：。

崎

J
f
町

勉

一

競
技
の
結
果
、
判一
日
町
か
ら
山
場

紀

一
し
た
小
川
山
告
は
仁
業
チ
l
ム
（
広
川

f
↓
勝
字
、
近
縦
一
以ぃ
仏
、
中小
品
あ
ゆ
み
）

脊

↑

が

、
々
の
地
区
選
抜
の
強
会
チ
l
ム
を

↓
お
さ
え
て
、
見
弔
次
勝
と
な
り
ま
し

一

、－。

ι

T

J

J
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消
防
団

一一弘

叩
円
幻
日
、
朝
U
町
消
防
凶
秋
家

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
管
内
令
一
城
で
巡

川
広
報
、
放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
消
防
州

秋
季
家
彰
伝
達
で
は
、

H
ご
ろ
の
功

績
、
功
労
を
た
た
え
て
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

会
富
山
県
知
事
現
場
表
彰

h々
M
巴
均
（
影
l
分
間
山
川
長
｝
、
れ
仲
町
影
｛
第
l

分
川
山
川
川

H呂
、
湾
川
鵬
抑
制
力
｛
第
2
分
問
問

HS

滋
本
間
H
T
（第
2
分
州
凶
円
以
）
、
市
部
汽
。

｛第
3
分
凶
凶
H

只）
、
山
岡
円
M
｛第
4
分
州
向

日
呂
、
長
井
勝
川
帥
｛
第
5
分
間
続
長
宍
竹
谷

導
仁
（
第
6
分
州
阿
川
口
）
．
山
本
篤
文
｛
消
防

本
部
消
防
士
｝

会
朝
日
町
消
防
団
長
表
彰

銭
M
U
口
敏
仙
蛾
（
第
l
分
凶
川
凶

H8．
ホ
井
康
紀

｛市中
2
分
間
同
M

以）
、
内
町
庇
（
第
3
分
間
同

円
以
）
、
兵
む
修
（
第
4
分
内
向
円
只
｝
、
大
平
広

志
（
第

5
分
間
同
民
）
、
水
島
邦
彦
（第
6
分

川
同

ug

A
H

朝
日
町
長
退
団
者
感
謝
状

・本
叫打
倒
川
町
（
広
務
l
分
川
川
郎
H
H
｝
、
九
叩
k

斡

トパ（
．rん
第
l
分
州
統
長
）
‘
小
海
孝
右
一
．ん
第

1
・
分
間
m
H
K
｝
、
久
保
問
山
民

一

（．
ん
第
l
分

同
川
員
｝
、
船
M
一じ
い
小
穴
（
元
第
2
分
同
同
誌
）
、

一
川
内
邦
洋
｛
元
第
3
分
団
班
長
）、
水色町－
M

t
門
（．冗第
6
分
団
分
間
長
｝

「
小
川
建
設
工
業
チ
l
ム

－

（
が
消
火
競
技
大
会
で
次
勝
」IEJ 



社会福祉
協議会だより

． 朝日町社会福祉協議会
は、皆さんと共に地域の

福祉向ょを目指す福祉団

体です。

・場所朝日町福祉セン

ター内

乞t83-0576

健
康
寸
劇
に
熱
演
f
・

\i~；の

ー
寝
た
き
り
老
人
ゼ
ロ
キ
ャ
ラ
バ
ン
j

寝
た
き
り
の
人
を
寝
か
せ
き

り
に
し
な
い
た
め
に
、
い
ま
飽

募

集

E
富
山
職
業
能
力
開
発

E
短
期
大
学
校
学
生

1=m＝幽時五~“山田町’Ill

募
集
定
員

機
械
シ
ス
テ
ム
系

：
印

名

電

気

・
竜
子
シ
ス
テ

ム
系
・：
却
名
情
報
シ
ス
テ
ム

系
・
：
別
名
居
住
シ
ス
テ
ム
系

．－－
m
川
名

応
募
資
格

学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平

成
8
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者

含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者
。

願
書
受
付

平
成

8
年
1
月
8

日
か
ら
初
日
ま
で

試
験
日

平
成
8
年
2
月
6
日

受
験
料
等

受
験
料
1
6、0
0

0
円
授
業
料
｛
年
間
）

2
4

くらしの情報室

Living Informαtioη 
園圏国司

成
な
人
が
将
来
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
た
め
に
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
「
寝
た
き
り
在
人
ゼ
ロ
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
が
刊
川
初
円
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
や
附
係
者
な
ど

l
8
0

人
が
参
加
。
健
康
寸
劇
「
や
っ

ぱ
り
家
が
い
い
ち
ゃ
、
フ
ク
さ

ん
の
一内
山
発
は
福
祉
と
二
人
二

脚
」
で
は
、
寝
た
き
り
を
予
防

す
る
方
法
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

ホ
l
ム
へ
ル
パ
ー
な
ど
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
町
職
員
が

ユ
ー
モ
ア
を
交
じ
え
て
熱
演
し

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
手
続
に
行
え
る

健
康
体
操
や
建
築
士
に
よ
る
「
戦

イ
ス
や
杖
歩
行
の
た
め
の
安
全

で
住
み
や
す
い
住
宅
改
造
」
に

つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

右
人
や
身
体
附
害
者
が
住
み
や

8
、
0
0
0円
、
入
学
金
不
要

問
合
せ

宮
山
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
学
務
課
（
宮
0
7

6
5
H
M
H
2
2
0
5）
へ
。

催

し

勿
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
θ

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
サ
ン
タ

が
や
っ
て
く
る
グ
・

朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創

立
幼
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
サ
ン
タ
伝
説
の
問
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
を
呼
ぴ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

期
日

ロ
月

9
白
出

時
間
・

午
前
日
時
初
分
か
ら
ロ

時
ま
で
は
保
育
所
間
児
と
組
子

．
午
後
1
時
却
分
か
ら

3
時
ま

で
は
小
中
学
生
、

一
般
の
方
の

参
加
を
願
い
ま
す
。

会
場

ア
ゼ
リ
ア
ホ

l
ル

内
容

サ
ン
タ
さ
ん
と
の
記
念

搬
影
や
ク
リ
ス
マ
ス
記
念
カ
ー

ド
め
発
行
な
ど

ありがとう
あたたかりiち

も 制問善意銀行
(I Ofl I 1日～川月 10日）

。上町小松克紀さんから

亡父行雄さんの供養とし

て 100,000円
。末広町 臼木利雄さんか

ら亡父清孝lj~ んが生前お

世話になった必礼として

150,000円

。桜田］ とく名さんから

I問5円10円玉硬貨

l, 731問

。ボランティアグループニ

紀会さんからボランティ

アの集い「ハーティの旦J

の売上金 25.000向

。朝日町老人クラブ連合会

婦人部さんからリサイク

ルフェアの収議金

10,000問

す
い
住
宅
の
実
例
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
黒
部
保
健
所
の
職
員

か
ら
、
家
庭
に
お
け
る
入
泌
方

法
の
実
技
指
導
や
健
康
福
住
謙

か
ら

「朝
日
町
に
お
け
る
老
人

一相
祉
施
策
」
に

つ
い
て
の
説
明

ら
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
介
護
用

品
の
展
示
や
健
康
介
設
相
談
コ

ー
ナ
ー
も
附
設
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
温
か
い
気
持
ち
を

「
愛
の
袋
」
に

ー
歳
未
定
す
け
あ
い
運
動
｜

今
年
ら
「
地
域
で
さ
さ
え
あ

う
あ
っ
た
か
い
お
一止
月
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
ロ
月
1
H

か
ら
訂
日
ま
で
の
期
間
歳
未
た

す
け
あ
い
述
助
が
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
募
金
は
恵
ま
れ
な
い
家
嵯

や
寝
た
き
り
老
人、

電
度
心
身

障
害
者
、
長
期
入
院
者
、
福
祉

施
設
入
所
者
な
ど
の
方
々
に
お

見
舞
い
し
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

気
持
ち
で
お
正
月
を
迎
え
て
も

ら
う
た
め
に
行
、
つ
む
の
で
す
。

昨
年
、
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
募
令

1
8
3
万
5

0
1
4円
に
、
町
か
ら
の
支
出

金

1
1
3
万
4
0
0
0円
、
町

止
符
怠
銀
行
支
川
令
げ
万
3
9
8

6
刊
を
加
え
、

3
1
4
万
3
0

0

0
円
を

5
7
9人
の
ぶ
々
に

お
附
り
し
ま
し
た
。

募
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
担
当
民
生
委
員
児
童
委
員

ま
た
は
町
内
会
長
さ
ん
に
お
願

い
を
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
に
「
愛
の
袋
」

が
店
き
ま
し
た
ら
、
あ
な
た
の

憶
か
い
気
持
ち
を
「
愛
の
袋
」

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

-

一
富
山
県
社
会
福
祉

一

一
大
会
の
表
彰
者

一

第
M
H
団
富
山
県
社
会
稿
祉
大

会
が
刊
月
口
白
、
寓
山
県
民
会

館
で
開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
が

功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

富
山
県
知
事
感
謝
状

（永
年
勤

続
民
午
委
員
児
託
委
員
）

尉
谷
蹴
（
宮
崎）

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表

彰

（
社
会
福
祉
事
業
協
助
お
）

佐
昧
野
間
公
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ

富
山
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

（
奉
仕
功
労
者
）

一周一
谷
誠
（
宮
崎）

楢｜祉｜豆｜事｜典｜⑬

介謹アテンドサービス土

家事だけでなく、介護の

専門的知識と技術を身につ

けて、「家政婦のプロJとし

て労働省が資格を認定する。

平成2年度から導入された

認定資格である。介護の知

識や技術の習得、家政婦の

社会的地位の向上と技術水

準のレベルアyプを目指し、

学科試験と実技試験が重視

される。熟紳；したフ。ロフェ

ッショナルな介議サービス

を行える者として、村．会的

に妥結が高くなっている。

鐙王宝
求人聡禄 年齢 賃金 性別

まt割陸場所 採用 資絡 経 験
番号 円 休 日 人数 免許等

営 費陸事務及び 30：才ー 320,000-
男
紛 田町笹川

3 
2級土木施工

土木技 術 者 60才 370,000 日、第2・4土噌臼 管理妓士

2 f正銃器製遥 18才』 177 ,500～ 男 朝日町犬家庄 3 
不問

40才 207,500 自祝、その他

3 殺 害十銭術者 18才～
160,000-

l1l 
羽 田町縦町

2 
自動車普通免許

35才 200,000 日、その他

4 百E 送 J.-1 司
18才『 200,000～ 

事も
朝日町宮崎

2 
自動車まま;ff!免E午

60才 270,000 日祝

5 土 木作業員 20才ー
142,600-

男女
朝 日町ニ枚明暗 男 2 不問

60才 299,000 目祝、第2・a土織田 女 l

6 機 械 エ
45才～ 120.000-

女
朝日町草野

2 
不問

55才 150,000 日祝、その他

7 営 割陸 1詰 30才～ 120,000～ 女
朝日町高田聖子 自動車普通免終

50才 自

8 アルミ建具組立 20才ー 』17,600- 女
朝 日町山崎

2 
不問

55才 目、第2土曜日

9 車車 製 ヨこ
18才』 128,000-

女
朝日町南保

3 
不問

45才 135,000 自守兄、その他

10 ウ ェイトレス 18才～ 時給
女
羽田町平柳 不問

（パート） 40才 1,200～l ,500 日、その他

平成7年12月分ホット求人情報閉
会
せ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ア
ス
カ

（
mu
m－
2
0
0

0
）
ま
で

ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ヱ
ス
タ

l

i
n
T
O
Y
A
M
A
 

日
時

比
月
印
日
制

午
後
1
時

会
場

富
山
県
教
育
文
化
会
館

演
奏
会

陸
上
自
衛
隊
中
部
方

面
音
楽
隊
に
よ
る
「
吹
奏
楽
で

つ
づ
る
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ

ル
」

剛
山
前
午

講
演
会

P
K
Oカ
ン
ボ
デ
ィ

ア
停
戦
監
視
派
遣
回
先
任
幹
部

と
し
て
参
加
さ
れ
た
福
井
祐
輔

氏
に
よ
る
「
国
際
貢
献
に
つ
い

て

：」

※
入
場
は
畑
仕
料
（
入
場
耐
震
理
券

を
発
行
し
ま
す
。
）

問
合
せ

魚
津
募
集
事
務
所
（
合

剖

H
1
0
3
6
｝
ま
で
。

合’求人情報一覧袈」わ 二句•JI軒下さ い． （謝工観光飢カウンターに展示）
合 〈わしいことは、魚3・公共職寮安定所勝目骨11!世田－OJ伺へお問い合わせ〈だ8い．

優圏 三 塩
良民 昆ζ
団年 tミヨ
体金 ~

霊童 だ
前面 よ
リ

こ
の
ほ
ど
、
平
成
7
年
度
国

民
年
金
事
業
優
良
団
体
等
の
表

彰
式
が
、
富
山
県
民
会
館
で
行

わ
れ
、
朝
日
町
か
ら
は
次
の
方

々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
国
民
年
金
委
員
協
議
会

連
合
会
長
表
彰

国
民
年
金
委
長

平
板
隆

一
氏

（幸
町）

民
間
地
区
組
織
松
波
町
町
内

会

（代

表

中

山
n舛氏）

国
民
年
金
と
個
人
年
金
は

こ
こ
か
違
い
ま
す

国民年金と個人年金は、

同じ年金でも性絡や役割が

紫なり、大まかには左の表

のような述いがあります。

個人年金だけに頼るので

はなく、まずは義務である

同氏年金に加入し、そのう

えで個人年金を上積みする

方法をとりましょう。

I~ 民年金 個入 学金

".mm的!t;I.！｝＜、 聞Aが何.（！Iニ＇.i!l<I
じより、加入 rl1: し 必合t ＇•・鈴川1;

し〈み IIι公Tにq生命を すべて(JサでSか
！＜：蛇ずるIQ的代金 ＞：.・うI::拾に~け』ft
同陣制礎的 aウ る→械的貯ill

加入条件
強制納入

時Ar.~11 人I ・fflllL（！；納入b

部輪開 I b・1"1.7師同 幽人＂＇＂＂事 JLt二回《'I'•·実？年If:》

鞠て園＇！＇内t食変闘動がιス時ライじ 終的時的句、1t問問
年金時的 んのため．将来は

11 ~. If 
v・4るため． 何年 '.l!IT嗣献が畦ド守
織1浪Zでo ~ れA志賀る価岨が 0 

柄拘たI~陪IW, 開院輔的l聞があ
'lt合 I~賄H持陪」 る to),0; S Iiド1) 

枇 控肱 としで令聞，，itU・
均押肱~ Iミる

．鴎
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Liviηg Iγzfoγmatioγl •=m＝位r品長吾叫：梅田副’Ill

戸籍謄抄本等の交付手数料が変わりますII
道
路
除
雪
に
ご
協
力
を
／

｜
｜
日
月
日
日
か
ら
実
施
本
部
設
置

i
l

－事故防止に協力を

除雪作業は大型機械で行

うため危険です。作業範囲

内には立ち入らないでくだ

さい。

－お騒せします

大型機械を使用するため、

沿道の皆さんには早朝から

騒音や振動でご迷惑をおか，eA？Lav 
けします。ご容赦ください。

・除雪に附するご要法は町

内会長を過じて左記へ。

〈国道〉建設省黒部国道維

持出張所（mu臼U1714）

〈県道〉福山県人税同土木市中

務所（宮ηH1133）

〈町道〉朝日町役場道路除

一宮本部（倉幻HulloO｝

時間外（宮mt1977）

町の工事発注状況（500万円以上） F官
ーこのコーナーは町が入札を行ったものを掲鍛していますー

<H7.10.1-10 31> 

エ iJ正 名 施地先I.. 1予E丸F定庇 翠 品 7雪匙 者 担当課

臨町時道交大付家康金焼都却濃繍線改良工務t工18'.工事 舟川紡 ~年H 28.840,0001 藤悶建設 建t量採

河構川m災河Z川＇＜－＇！証県1旧且川事2智E~ I旬開＇＊災 時様旧工事 主主軒 i72 ＜月,,. 5.932.800 岡本組 処設E県

刷河川用河災強川制！1.U旧且E川＂＇JW2 ';・111Yj1；斤災宮御1日工恥 平野 ~~ 8.858.000 護式m会組事t建設涼
林間体滋1附辺林倒滋干舗山線装事舗君奇臨書工事 大平 i12年月 6.180.000 株共初式会ニヒ木主f業績装
町臨時ill大交付京金阪焼司阿君却臨場線改良2工区工事 舟川新 r月手 43,054.000 軍事悶往絵 主Z股2車
楢河川期災i可}lf復llH旧且g川，，，~苛El 3 ザ ~i膏災容復旧工事 11'.・野 み背 11.227.000 護首会話 ltU生~

町情道曾桜沼町紛づ団地くりI事号梁地他前官圃巴管工事 桜町 i72 丹年 11.381. 500 株迎用式工会業社所 主E股2車

無町t浴首干中I街郁ヴ野印〈池り司1＇~吟E地fd;j同省配管工事 中京野 i12年fl 7 .601, 400 株氷見式エ会コ健社所 建設課
町臨時よ位交機付械下金事野祭金山総改良2工皮工耶 下山新 ~ 年月 14.708.400 事盟主義 主主X!I:課
上県町立山自然続公＇＇＂白剤晶践泡備成工繍助事耶諸島 宮崎 ~年II 24 .441. 900 締竹式内会社総 観，街光主線

地町道方特様車定道下路野蛾金備山線事業3工区改良工事 金山 l2年舟 13.956.500 広有限川会社組 処置貴課
遺町跡滋栂平柳!f;続中投央線改拡良4組＇~改E良コ：11$ 平高層 l／月" 5.356.000 線接線 星島綾E畢
公文教l伺土ゾ木ーtン事盤目備的事広業場｝工事 町市総 ~年H 117.420.000 ？犠藷f芋企政策働浪
公文教l銅土ゾ木ー〈ン滋.路備・駐事車業場）工事 •n軒保 ~ 年月 43. 775.000 来棒上式主会邑社綾 金政策値課I 

ごみ収集は年内平常どおり行います。 〉

－
振
動
病
検
診

日
時

ロ
月
幻
自
附

時
か
ら
3
時
ま
で

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

内
容

医
師
に
よ
る
問
診
や
振

動
病
に

つ
い
て
の
説
明
等

対
象
者
・

建
設
、

林
業
従
事
者

と
し
て
働
い
て
い
る
方
、
及
び

退
職
者

・
手
や
腕
が
し
ぴ
れ
る
、

冷
え
る
、
痛
む
、
手
首
や
痛
が

痛
む
等
自
覚
病
状
の
あ
る
方

費
用

2
、
0
0
0円

問
合
せ

建
設

一
般
労
働
組
合

富
山
県
本
部
（
合
0
7
6
4
H

n
u
5
2
8
5）
橋
本
ま
で
。

午
後
l

－除雪時間

積雪状況により適宜行い

ますが、通勤通学に合わせ、

早朝除雪を震点に行います。

・被害防止のために標識を

除雪により被害を受けや

すい沿道の物件（植木、塀

箔一等）には、赤布を付けた

サオなどの標識を設けてく

ださい。

－路上駐車はやめて

車の路上駐点は、除雪作

業を妨げるばかりか、除雪

車が衝突するおそれがあり

ます。飲附などでやむを得

ない場合は、赤成等で商中幅

を表示し、叩地転者に述絡で

きるようにメモなどを震い

てください。

申務内容 手数料綴

①戸絡め謄抄本x.1.t~cs議事fl'ifiEPJli-1} I i並 450円（400内｝

②除籍の勝抄本又（j記録事I貰証明符 I i必 750円（700円｝

③戸籍に~e.験した司王tfiに関する~iEl羽
百l：明事項1f牛3501『l

(300PJ) 

④除絡に記絞した事項に関する証明
説明ilμ'f{J1牛450円

(400P:)) 

⑤脇山 ・巾t青の受理証明舎又（j:frij
l i母 350門（300円）

舎その他の書類の!en司W買の証明1']'
⑥上ff調去を用いた受怨2正明主F

1 illi 1. 4001可
（絡網・綴絡・司妻子t量級・獲千維絡
又は認知の応出｝

(1. 300円｝

⑦局舎その他のむ織の閲覧
書頒1f1F 350阿

(300P~l 

%
tE
%
は

H

人
権
週
間
u

ロ月4日から凶日までは

「人権週間」です。

毎日の生活の中でお回り

のことや、悩み事がある場

介、富山地方法務局魚津支

局（宮nn0461）また

は、お近くの人権擁護委員

にお気般にご相談してくだ

さい。

相談は無料で、秘密は守

られます。

なお、朝日町の人権擁護

委員は次の方々です。

斎曲線俊雄（宮回目2051）

下坂雄昭（宮mH0635）

河内啓（宮mn2486）

新国訓（宮mn1631｝

生活必需昂価頬t
11月分（毎月10日現在調査） ~ 

.~‘， ' 名
平均価 絡

11月 前月比 前年同月比

tf ゾ ノ

fl （推ト完lel 
126 ＋ l 5 

ilh 灯 i出

製 ｛両ci主180 963 - 13 9 

ぉ L p t1 ス
印刷

3.083 - 10 ー 10

t; 所 HJ t先 J'i!J 
[I （中性洗剤600mel

237 - 17 - 18 

問
アイシュペー ノマー

(400枚人× 5箱入） 601 ~そ
E口”1 トイレ ットベ ー ノマー にA...,.,,-0’ 
（紋紙ロール4j閣総） 465 5 

食 ノマ ン

F噂‘（~逸品 6.. 文入り）
。 。

/)II '? tf / ‘ '5to (450阜1箱）
。＋ 3 

しょう I自
423 。Cl.Seベ yトボトル入り｝ - 135 

t孟
サフダ itli

440 
（ポリ察官f?OOg入リ）

5 ＋ 5 

と つ ，益、、
~t, （らめん1丁）

107 7 ＋ 6 

手し
< 1 eバγ7入リ） 252 ＋ 3 ＋ 3 

Zド 肉
グ耳？（中｜高lもも100g) lb 20 - 29 

生 豚 肉 、v長l:il 44 
｛中肉らも100g) 2 

室主
局命卵車事 (Lサイ

214 。+ 22 
ヰ； t司、ミン ぎ

（.~hli品 l kg) 
204 - 12 ＋ 4 

食 （;f れ も、 し よ

（普通品lkg) 221 - 6 - 27 

キ ヤ 《く '"/ 

持 ーE同"' （将i並品1kg) 5 -244 

人 参 巴16
（普通品1kg) 

-203 - 111 

戸籍手数料令の一部改正により平成8年1月
1日から、戸籍の謄抄本等の交付に要する手数

料の額が改定されます。 ｛カ γコJAJは改定的の船

年末年始の清掃作業

区 介 12/29{鉛 12/3α土） 12/31{8) 
1/1(1!1-
1/4附 1/5!剣 1/6住）1/3(71<) 

ー 燃やせるもの
。。i木み f本み 。。。

み

収 。。｛木み 休み 。。。集 燃やせないもの

｛箇
燃やせるもの 。。休み ｛本み 。。。

入 ｛東部消締セン？－）
('f繭中町み｝ ｛午前中丹み｝

f考 燃やせないもの 。。｛木み 休み 。。。込 （宮沢i背緑センター｝ t午繭·~のみ｝ ｛午前中のみ｝

し尿収 集 。。休み f本み i本み 休み 。t午前中町み｝ t午前中のみ｝

主主） I. 0印（j作業臼です。
2. ごみ収集作業の収集J也1~：は平常どおりです。

3. §与filにごみが出た場合［立、i[桜処理車場へ持込みして下さも、。

（ 

－
国
の
教
育
口
l
ン

融
資
金
額

学
生

・
生
徒
1
人

に
つ
き
・
厚
生
年
金
保
険
加
入

中
の
方
・
1
0
0万
円
以
内

・
国
民
年
金
加
入
中
の
方
：
－
m

万
円
以
内

融
資
利
率

年
3
・
ぉ
%
（
平

成
7
年
日
月
日
日
現
在
）

返
済
期
間

8
年
以
内
（
据
置

き
期
間
は
在
学
期
間
内
で
最
長

4
年）

問
合
せ

（
社
）
富
山
県
年
金
住

宅
福
祉
協
会
（
宮
0
7
6
4
u

n
－

－

2
6
6）
へ
。

正
し
く
使
お
う
石
油
ス
ト
ー
ブ

－
火
を
消
さ
な
い
で
給
油
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

－
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ

た
は
、
し
っ
か
り
締
め
て
い
ま

す
か
。
－
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
液
物
を

干
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

－
外
出
時
に
は
必
ず
消
し
て
い

ま
す
か
。

－
点
火
後
、
炎
の
調
務
を
し
て

い
ま
す
か
。

雪
に
よ
る
煙
突
や
ガ
ス
配
管

等
の
破
損
に
ご
注
意
を
／

こ
の
季
節
は
、
雪
に
よ
り
煙

突
や
ガ
ス
配
管
等
が
破
損
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
が
破
損
す
る
と
、
ガ

ス
漏
れ
に
よ
る
爆
発
、
出
火
及

び
ボ
イ
ラ
ー
の
不
完
全
燃
慨
に

よ
る

一
酸
化
炭
素
中
議
等
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
常
に
点

検
し
て
事
故
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。出

題

九

段

武

宮

正

樹

E
L
鳳
先
コ
ウ
・

7
手
ま
で

ニ

一

ント：
・
ヨ
セ
の
つ
ら
り
で
。

F

』
＝
劃
一

3
分
で

1
級、

2
分
以
内
で

し
一

有
段
者
。

指
一
目一を一
川

段一

日

育一
昨

留割

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

｛
官

邸

H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二

般
書）

幾

山

河

瀬

島

龍

三

ホ

ン

の

幸

せ

氷

室

冴

子

い
つ
か
あ
な
た
を
忘
れ
る
日
ま

で

喰

川

市

芯

図
解

P
L法
が
見
る
見
る
わ

か

る

長

井

滋

犬

監

修

攻
繋
ス
キ
l

見
谷
目回一昭

ス
ノ
l
ボ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

大
曽
栂
一止
絃
修

マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
風
に
吹
か
れ

て

R
・
J
・
ウ
ォ
ラ
l

北
信
越

・
飛
騨
の
ミ
ュ

i
ジ
ア

ム

北

日

本

新

聞

社

姉
き
な
こ
と
を
や
れ
／

週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
編
集

（小
説
）

記
憶
の
中
の
殺
人
内
田
康
夫

テ
ロ
リ
ス
ト
の
パ
ラ
ソ
ル
藤
原
伊
織

女
文
士

林
真
理
子

賢

治

先

生

長

野

ま

ゆ

み

リ

ン

グ

鈴

木

光

司

チ
キ
ン
ラ
イ
ス
ス

l
プ
梶
原
杢
太
郎

八
代
将
軍
吉
宗ジ
ェ

l
ム
ス
三
木

ヴ

ft
ナ
え

ー
女
神
の
永
遠
｜

柴
田
よ
し
き

羽
歳
の
ク
リ
ス
マ
ス
（
上
下
）

鎌
田
敏
夫

被
面
作
家
の
愛
の
歌
ト
し
ふ

1

J
J
7
a窓

τ

R
I
K
O
 

3民

内号 本
震ち の
5害紹
夏』介
彦

軽
井
沢
の
セ
ン
セ
が
浅
見
光

彦
に
宛
て
た
手
紙
は
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
玉
手
箱
。
ど
こ
ま
で

が
本
気
で
、
ど
こ
ま
で
が
冗
談

か
、
白
後
認
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

小
説
で
は
明
か
さ
れ
な
か

っ
た

二
人
の
頭
脳
対
決
や
窓
外
な

一

簡
が
満
載
。
ア
サ
ミ
ス
ト
必
読

め
一
冊
。

置亙罰． 
10竜ヒ
分‘ ン
て’ 3 ト
2 - ：出

四 級 flJ符題
、 成 ~·］

五 5まが d』
分 で金 ~！：

六 で ・な 段
一 り

七笠 吃 2北
八判 長哲
角 、邑

九番 町l男

一
一

2 

飛

~ 王角 歩

* 苓 桂
歩

3 4 5 6 

田園
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愛
の
献
血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
（
叩
月
実
施
分
、

食
印
は
棚
叫
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
湖
叫
献
血
者
）

境
地
区
A
H

水
烏
和
博
、
※
兵
庫

靖
子

宮
崎
地
区
会
扇
谷
裕
明
、

※
吉
本
珠
実

泊
地
区
会
佐
渡

美
穂
、
会
佐
渡

一
雄
、
会
丸
山

剛
史
、

会
問
弁
美
智
代
、

公
平

柳
信
宏
、
A
M

末
よ
恵
、
※
藤
沢

武
志
、
※
名
取
賞
、
※
村
沢
実
、

※
加
藤
俊
志
、
※
久
野
木
利
作
、

※
大
村
治
、
※
高
潔
昭
一一
、
※

魚
津
礼
子
、
※
折
谷

一
英
、
※

＋氷
上
聡
、
※
南
野
敏
之
、
※
山

崎
明
子
、
※
水
野
弘
、
※
平
野

⑧⑧⑥⑨⑨⑧⑧⑧ 
清
彦
、
砂
田
千
日
間
、
下
山
利
和
、

大
古
川
久
志
、
水
間
悦
子
、
入
江

孝
美
、
島
問
久
志
、
棋
山
地
脱
俗
、

島
田
通
代
、
松
原
玲
子

五
箇

庄
地
区
A
H
佐
波
茂
、A
H

山
口
順
、

※
篠
問
裕
規
、
※
数
家
叶
乱
闘
枇
腕
、

※安途万紀子、※金井玲子、

※佐渡弘、大島安芸チ南

保地区AH南部組一、AH松原

俊一、※坂口定、※永口義

時、※HX津清忠、※谷口宗

次、松問誠、トし介印川美山

12月の各種相談
θ時間 ロ会場 〈宇佐rn炎は111.r，事！j.)

4日 裁判所出張調停相談
（月） (99:30～16:00 ロ福祉センター

5日 心配ごと相談
（火） θ13:00～16:00 ロ福祉センター

12日 心配ごと相談・母子父子相談
（火） 。13:00-16 :oo ロ福祉センター
13日 社会保険出張相談
（水） ①io:oo～is:oo ロ役場会議室

18日 裁判所出張調停相談
（月） ①9:30-16:00 ロ福祉センター

19日
心配ごと相談・行政相談

税務相談・人権相談
（火）

①13:00-16:00 ロ福祉センター

心配ごと相談

26日 。13:00-16: oo ロ福千Itセンター
（火） 交通事故相談所巡回相談。10:00-1s:oo 口製部市福制センター
27日 社会保険出張相談
（水） 。10:00～is:oo ロ役場会議室

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

井ぃ

口；
保 －＇！

第美i

い
う
話
し
を
耳
に
し
ま
す
。

肩
凝
り
は
腰
痛
と
同
様
に
二

本
の
足
で
歩
く
よ
う
に
な
っ
た

人
間
の
宿
命
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

兎
い
頑
を
首
だ
け
で
支
え
る
た

め
に
、
酋
の
ま
わ
り
の
筋
肉
に

負
担
が
か
か
り
ま
す
。
前
か
が

み
の
姿
勢
や
細
か
い
手
作
業
な

ど
を
長
時
間
続
け
る
と
筋
肉
も

緊
張
し
続
け
る
た
め
に
、

山川
液

循
環
が
必
く
な
り
、
そ
れ
が
は

り
や
痛
み
と
な
っ
て
表
わ
れ
る

の
が
扇
凝
り
で
す
。

さ
ら
に
、
痛
み
が
あ
る
と
動

か
す
の
が
お
っ
く
う
に
な
り、 『篇一次浪書防止

対績はじまる』

海岸浸食が顕著にな

り、 一部にはテトラポ

ットの投入、一部には

消波堤防の構築、また

一部には琶ながらの蛇

龍方式の対策が講ぜら

れていた。

崎
地
区
内H
秋
山
知
水
、

会
名
越

雅
明
、
※
古
市
賢
治
、
※
安
迷

政
昭
、
山
本
美
代
志
、
山
本
美

家
、
水
野
仁
士

大
家
庄
地
区

会
川
上
英
樹
、

A
M

甜
時
間
敬
子
、

※
世
間
間
智
和
、
※
小
川
洋
道
、

※
市小
野
真
也、

藤
間
博
相
、
前

川
浪
チ
（
以
上
回
名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
あ
さ
ひ
総
合
病
院
に
本
棚
二

台
と
闘
守

一
式

歳末のサイレン吹鳴

毒事 業 名 月 日
会 場

（対象者等） 受付時間

機能訓練 12月19日ω
保健センター

（脳卒中後遺症者） ①13:00～13:30 

心の健康相談
12月4日 ・18日「側一m 受付｜ いずれも（月） 黒部保健所

けらします。（含52-1224) 。13:00-14: 00 
痴呆性老人の相談ち受けます。

子育て教室
12月20日（水）

［生後l～2か月のんんl①13:30～13:40 保健センター
とおかあさん ※ 

3か月児健診・脱臼検診 12月26日（刈 あさひ総合病院

(7年9丹生まれ※） 。13:00-13:30 経形外科
4・5か月児健診 12月19日υ。

保健センター(7年7月生まれ※） ①9:30-10:00 

1歳児健診 12月5E:Iυ。
保健センター(6年10、11月生まれ※） 。13:00-13: 30 

1歳6か月児健診 12月7日制
保健センター

(6年4、5丹生まれ※） 。13:00-14:00
3歳児健診 12月21日榊

保健センター(4年8、9月生まれ※） ①13:00～13:30 

育児相談 12月20臼（7]<)
保健センター

（相談希望者※） 。9:30-11:30 
三種混合予防接種

[ I期ゆ101'1生まれの人｜ 12月8日働 保健センター
I期進加 I 鰐！の 3阿I~終了後 。13:15～14:30
l年～l王子半の人※

l…－…の人｜ 12月128υa l期追加 I剣の3阿日終了後
①13:15-14:30 

保健センター

l年～l1f￥の人※

歳
末
特
別
融
宵
戒
の
サ
イ
レ

ン
を
次
の
と
お
り
吹
嶋
し
ま

す
。
火
災
と
間
違
え
な
い
よ

う
ご
法
窓
く
だ
さ
い
。

日
時

ロ
月
初
日
嗣
か
ら
ロ

月
白
日
倒
ま
で
の

4
日
間
、

そ
れ
ぞ
れ
午
前

7
時
と
午
後

9
時
の

1
日
2
凶

吹
鳴
方
法

日
秒
吹
鳴
の
あ

と
6
秒
休
み
の
断
続

3
凹

山
肌
液
循
環
を
滞
ら
せ
て
悪
循
環

を
引
き
起
、
」
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
血
液
循
環
不
良

か
ら
く
る
肩
凝
り
は
、
循
環
を

良
く
す
る
こ
と
で
大
半
は
解
消

さ
れ
ま
す
。
筋
肉
の
緊
張
を
持

続
し
な
い
よ
う
に
し
、
こ
ま
め

に
体
を
動
か
し
て
、
疲
労
物
質

が
蓄
積
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
肩
凝
リ
の
予
防
、
解
消
に

な
り
ま
す
。
心
と
体
の
リ
フ
レ

ツ
シ
A

を
兼
ね
て
ス
ト
レ
ッ
チ

体
繰
、
リ
ズ
ム
体
操
、
ラ
ジ
オ

体
操
な
ど
体
を
動
か
す
、
｝
と
に

心
働
け
ま
し
ょ
う
。⑨健康体機教室及び健康幸自該（いずれも希望者)(;t、12月l目、8目、15日、228（金

曜日）午前9時305ーから保健セン？ーで、老人得社センターでの健康相談は12月5
目、 12目、 19日（火曜日）午後 l時3日分から、 12月20臼（水曜日）は基持集落センター
でも行っています，

⑨栄養相談は~2金濯白午前 9時30分から保鍵センターて’行っています。

一一「写真で見る朝日町のう
つりカ、わりJょっ

※母子手帳持参

肩
凝
り
を
防
ご
う

中民、さが厳しくなる季節が

到米しますが、肩凝りに悩

まされている方が多いので

はないでしょうか。寒くな

ると肩凝りがひどくなると

休日救急診療当番医聖書鵠～午後5跨

12月 3日（日） 坂東病院 宮 83-2299
12月 10日日） 松倉医院 ft82-0051 
12月 17日（日） 丸川病院 ft83-339l 
12月23日比） 伊東医院 宮 83-0504
12月24日目） 坂東病院 宮 83-2299
12月四日働 丸川病院 ft83-3391 
12月30日比） 伊東医院 宮 83-0504
12月 31日（回 坂東病院 宮 83-2299

物ll事敏

交通事故発生状況調
10月末現在 （ ）内は前年同月比

者
一泊

均
一
渇
渇

笠
傷
一
日
山
一
！
什

日
一塑

4
ゆ一

1
ゆ

人一号

ガソリンスタンド休日当醤店

12月 3日（日） 朝日石油 H82-0661 
12月 10日（日） 大谷石油 H82-0703 
12月 17日日） 小川石油 宮 83-3033

12月 23日住） 全店営業

12月間日目） 全店営業

12月 31日日） 全店営業

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
筈

〈積善正解＞ ~.＼＼ Iめサルスペリ（j、ヨ
セのi'・筋でbありますが死i舌にもi邑財、
且~7 グ）／、ネでコウ．

〈鎗将棋定解＞31'4i号、 h司令、4＿，，句、

f.;J竜、3三f!J成、 間五、2 _:n竜成まで
7手始的。
〈解鋭＞ 3手R4 - f•i と打ち検て‘ ii!
の般利きを消しておくのがポイント．
$お、 初手3凶脊に①3＇・合なら向杏
哉、 問む 3－・角成まて①2＿.：玉なら
3 でそ角成以下’~f;；です．

0::1@.t2:1ページ）

.. ・朝日町

第2・第4土嶋田は外来休診（試行｝です。
急懇は夜間・休日を間わす、C?4時間いつでも受付します。H83-11BOあさひ総合病院

診療日／日銀自 ・祝日 診療時間／午前フ時～午後11時
所在 地／黒部市消防署向側 H54-0731新川地区休日夜間急患医療センター-



包置・

十
川
十
四
日
と
十
五
日
の
プ
U
問
、

魚
津
市
の
新
川
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
第

一
回
富
山
県
民
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
朝
日
町
か
ら

笹
川

一
見
会
、
大
家
庄
若
駒
太
鼓
会
、

草
野
肌同
年
会
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
、

町
の
郷
土
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
川
ラ
ン
ド
で
は
、
ヒ
ス

イ
海
岸
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
な
ど
町
の

紹
介
と
あ
わ
せ
て
パ
タ
パ
タ
茶
の
山

脳
コ

ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
日
ご

ろ
の
学
習
活
動
の
発
表
を
通
し
て
、

多
く
の
人
に
生
涯
学
習
を
体
験
し
て

も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

二
日
間
で
二
万
人
を
超
、
え
る
人
出
で

に
さ
わ
い
ま
し
た
。

aっ
と
V
う
聞
に
朝
が
来
た

ー
第
九
包
夜
な
ベ
ピ
l
Aザボ
l
ル
久
会
｜

今
年
で
第
九
回
を
迎
え
た
「
夜
な

べ
ビ

l
チ
ポ

l
ル
大
会
」
が
十

一
月

四
日
午
後
七
時
か
ら
サ
ン
リ
l
ナ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
や
す
っ
か
り
朝
日
町
の
名
物
と

な
っ
た
こ
の
大
会
に
は
、
町
内
外
か

ら
六
十
六
チ
ー
ム
、
千
五
百
人
あ
ま

り
が
参
加
。
作
チ
ー
ム
と
も
笠
朝
八

時
ま
で
二
十

一
試
合
を
消
化
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
夜
を
徹
し
、

と
こ
と
ん
ど

l
チ
ボ

l
ル
を
楽
し
ん

あなたの回りの身近な話題を待っています（岱83－刊00内線212）ヘ。

だ
様
子
で
し
た
。

日

味
違
い
ま
す
H

ー

男
性
料
辺
教
室

｜

十

一
月
十

↑
日
、
久
性
プ
ラ
ン
推

進
員
朝
日
町
述
絡
会
の
皆
さ
ん
が
、

男
性
に
も
料
理
を
作
る
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
五
箇
庄
公
民
館
で

「男
性
料
理
教
室
」
を
聞
き
ま
し
た
。

ζ

の
教
室
に
は
熟
年
男
性
を
中
心

に
十
三
人
が
参
加
。
『
ひ
じ
き
の
炊

き
込
み
ご
は
ん
」
「
ご
ま
酢
和
え
」

「す
ま
し
汁
」
な
ど
五
品
に
挑
戦
。

創
刊
時
今

エ
プ
ロ
ン
を
身
に
つ
け
「
男
子
も
尉

一一に
入
る
楽
し
き
」
を
十
分
に
味
わ

い
ま
し
た
。

蛭
谷
出
身
で
富
山
県
瞥
・築
山
岳
瞥

備
隊
長
の
谷
口
凱
失
さ
ん
を
鱗
削
に

迎
え
て
十
一
月
十
九
日
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」
で
朝
日

岳
方
面
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
結
成

三
十
周
年
記
念
講
演
会
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

一朝日岳方面山岳遭難対策協議会

結成30周年記念講演会一

ふるさとで講演

谷
口
さ
ん
は
、
登
頂
な
き
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
「
ピ
ッ

ケ
ル
を
持
っ
た
お
ま

わ
り
さ
ん
」
と
題
し
講
演
。
最
近
の

山
長
事
情
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
か
入
え

な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

十

一
月
十
九
日
、
さ
み
さ
と
小
学

校
で
小
学
校
洛
成
記
念
祭
が
附
か
れ

ま
し
た
。

校舎の完成をみんなで祝う

さ
み
さ
と
小
学
校
は
今
年
の
九
月

に
体
脊
館
が
完
成
し
、
校
舎
A
K
体
の

設
備
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の

人
に
校
舎
を
見
て
、
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と

P
T
A
が
記
念
祭
を
企
画
、

運
営
に
あ
た
リ
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
崎
、

一千
柳
の
獅
子
舞

て
え
〈

や
清
木
町
、

一束
草
野
の
天
狗
然
、

宮

崎
の
稚
児
舞
が
披
露
さ
れ
た
の
を
は

じ
め
、
の
ど
自
慢
大
会
、
遊
休
品
販

売
コ
ー
ナ
ー
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

広報係では，

ぎみぎと小’r校落成記念祭 一一

& Topics 

校
舎
内
で
は
ケ
ー
キ
や
焼

き
お
に
ぎ
り
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
ほ

か
、
茶
会
コ
ー
ナ
ー
や
統
合
前
の
問

小
学
校
の
暦
史
を
振
り
返
る
写
山村の

展
示
も
あ
り
、
大
勢
の
家
族
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、

あ
さ
ひ
総
合
病
院
の
向
衛
消
防
訓

練
が
十

一
月
十
五
日
、
病
院
の
職
員

や
医
川
、
者
越
川
蜘
ら
約
百
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

想
定
で
開
始
。
職
員
が
五
確
に
分
か

れ
院
内
通
報
や
消
火
活
動
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
判
明
加
点
で
け
が
人
を
巡
ん

だ
り
、

一ぺ
、
問
階
か
ら
は
越
雌
紋
助

袋
を
使
つ
て
の
救
出
が
本
番
さ
な
が

ら
に
展
開
さ
れ
よ
ま
し
た
。

News 

こ
の
日
の
訓
練
は
外
来
食
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1むむむ
、む7
、／（）ひ の美術さ

高8.0cm径67.0cm1990年作野生芝
殿村和司 (1954-) 

初
夏
の
山
野
は
、
柔
ら
か
な
生
命
の
息
吹
に

あ
ふ
れ
で
い
る
。
か
れ
ん
に
咲
く
山
法
制
の
花
。

じ
っ
と
た
た
ず
む
野
う
さ
ぎ
の
親
子
。

ヒ
パ
の
正
白
か
ら
生
ま
れ
た
幻
想
的
な
世
界

は
、
の
み
の
鋭
さ
を
ぐ
っ
と
押
し
柑
唱
え
る
よ
う

な
技
法
に
よ
っ
て
、
紫
材
の
特
質
を
生
か
し
え

て
い
る
。
こ
の
な
め
ら
か
な
タ
ッ
チ
は
、

サ
ン

ド
ペ

ー
パ
ー
の
も
の
で
は
な
く
、
の
み
だ
け
で

b
 

z

ω
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m
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の
む
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的
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の
む
の
む
の
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必
む
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必
心
心
的
む
杓
w
p
m
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紛
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w
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俗
的
W
杓
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内
w
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紛
m
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m
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俗
的
俗
的
w
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の
の
む
m
w
m
w
p
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内
w
m
w
m
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俗
的
w
m
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む
む
m
w
邸
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w
m
w
m
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m
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邸
内
w
m
w
俗
ゅ
の
め
む
の
m
w
m
w
紛
の
同
w
U
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m
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m
w
o
u
m
w
む
的
協
同
w
m
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ゆ
り
の
む
仙
w
m
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m
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の
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紛
糾
w
m
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お
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邸
内
W
邸
内
w
邸
内
w
m
w
m
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m
w
俗
m
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m
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節
約
節
約
m
w
m
w
静
心
的
訟
の
む
の
む
怜
w
m
w
節
約
時
m
w
Q
Q
む
お
邸
内
W
む
胞
の
の
お
む
の
ゆ
節
節
約
邸
内
W

節
約
m
w
m
w
お
む
臨
む
邸
内
町
内
W
臨
む
俗
的
胞
の
ゆ
協
の
節
約
む
の
ゅ
の
め
邸
時
給
俗
的
＠
協
同
w
む
む
b
m
w
む
の
邸
内
W
絡
協
の
む
む
m
w
m
w
o
m
w
m
w
紛
糾
w
o
m
w

生
ま
れ
た
も
の
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

木
肌
が
で
き
あ
が
る
の
で
あ
る
。

あ
た
た
か
い

さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
の
作
品
の
中
に
、

命
の
営
み
が
封
じ
込
め
ら
れ
、

2宇
宙
σコ
ょ
っ
な生

限
り
な
い
空
間
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
、
第
二
十
三
四
回
展
（

一
九
九
O
）

工十
一五
部
門
で
初
入
選
を
果
た
し
た
作
品
で
あ
る
。

凡
一
＋
1
n
H
4川
ー
や
J

，

民
間

L
T
£
f
i
t
L

や
は
り
木
彫
家
を
父
と
し
て

ル
波
に
て
修
業
後
、

ゃ
い
ま
れ
、

伝
統
的
な
木
彫

の
仕
事
の
傍
ら
創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
。

材
料
と
な
る
木
は
自
然
な
も
の
、

こ
れ
ぞ
と

選
ん
で
彫
り
は
じ
め
て
も
、

く
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

中
か
ら
何
が
で
て

木
と
の
出
会
い
と
制

作
者
の
呼
叫
が
ぴ
た
り
と
あ
っ
て
名
作
が
生
ま

れ
る
。

般月 J-
22 め
O日 .lr
O出 (4
円 I ~ I 
小宮 ν、
雲行の

~ ~ 美
自 イイ

常
設
展

V
も
う
十
二
月
。
今
年
J
U
残
す
と
こ

ろ

一
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
年
を
重

ね
る
ご
と
に
（
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も

り
で
す
が
）

一
年
が
過
ぎ
る
の
を
け十

く
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
や
り
践
し
の
な
い
よ

う
に
新
年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す

V
き
て
、
今
月
号
で
紹
介
し
た
「
ふ

る
さ
と
プ
ラ
ザ
」
の
取
材
の
た
め
東

点
に
行

っ
て
米
・
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

初
日
は
ま
さ
に
入
、
人
、
人
・：
で
ト
〈

脱
況
。
全
問
ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
大
会
に

毎
年
出
場
し
て
い
る
東
京
昭
島
市
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
大
勢
の
方
が
訪

れ
て
下
さ
り
「
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
の
普

幻

及
が
こ
ん
な
形
で
現
わ
れ
る
と
は
」
ト

と
感
心
し
て
い
ま
し
た
V
出

店

す

る

波

市
町
村
に
は
ワ
イ
ン
で
有
名
な
北

9

海
道
池
田
町
や

一
村

一
品

運

動

の

女

大
分
県
な
ど
モ
ノ
を
売
る
こ
と
に
闘

唱
9

し
て
は
大
い
に
見
習
う
点
が
あ
る
と

い
ト

同
時
に
、
消
費
者
の
－

7
ズ
に
あ

っ
右

た
特
産
口
聞
の
開
発
が
急
務
で
は
な
い
ー

か
と
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
東
京
）

に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

M

ひ
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
」
に
お

の

立

ち

寄

り

く

だ

さ

い

。

＠

畑山 包軍国m前月比計 17.406(-21)世帯手数 5.201（ー 5)H7.Jl.J:g/,'l'f. ( 


